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ク 004 年度 C/fC 定侃 総会議決 婁 

[2004 年度 CI ㏄定例総会報告 ] 

日時                                                                                                 

会場 :  神戸大学 神 大会館 六出ホール 

出席 : 本人出席 56 名、 書面 托通 、 委任状四通 

議事 

1. 開会宣言および 正副議長、 資格審査委員の 選出 
一色理事 ( 高知女子大学 ) より、 開会宣言。 引き続き、 理事会推薦による 次の委員候補者が 捉美 

された。 議長には 武沢 理事 ( 早稲田大学高等学院 ) 、 副議長には 森夏 節理事 ( 酪農学園大学 ) 、 資格 
審査委員には 上付理事 ( 北九州市立大学 ) と相田地理事 ( 長野大学 几 他の立候補者がないことを 確 
刃い 三口 し 、 拍手にて選出を 確認、 した。 

2. 総会運営に関する 確認および会長挨拶 
式状議長 よ り、 総会運営に関して 会則および運営規約の 確認が行われた。 引き続き，佐伯会長よ 

            年度定例総会開催に 際し，挨拶が 行われた。 

3. 議事運営、 採決方法の提案と 確認 

武沢 議長より、 本総会の運営方法および 採決方法について 次のとおりょ 思案され、 確認、 をした。 
「提案は役員選挙以覚は 連続して提案し ，提案後一括して 討議。 # 宋板 は ，議案ごとに 個別におこ な 

い ，かつ連続して 採択。 議案 5 を除き，すべて 出席者の過半数の 賛成で議決。 議案 5 については， 

出席者の 3 分の 2 以上の賛成で 議決Ⅱ 

4. 議案」から議案 6 の一部までの 一括提案 

矢部副会長より 議案 1 「 2003 年度事業報告と 2004 年度事業計画承認の 件」，松田副会長より 議案 2 

「 2003 年度決算報告承認の 件」，議案 3 「 2003 年度収支差額処分承認の 件」，議案 4 「 22004 年度予算 

承認の件」の 提案がされ，引き 続き， 辻 監事より監査報告がされた。 
続けて，矢部副会長より 議案 5 「会則の一部改定承認の 件」，議案 6 「団体会員の 理事選出の件」 

の 提案がされた。 

5. 討論および意見用紙の 紹介と回答 
討論に先立ち ，矢部副会長から 総会に寄せられた 意見用紙の紹介と 回答がされた。 

武沢 議長より，討論は 全議案一括して 行うことが告げられ ，討論に移った。 
議案書の貸借対照表の 未収入金の項目と 2(M03 年度財政報告の 団体会費収入の 未納金額の違い ，団 

体未納金を未収入金にしない 見解について 質問が出された。 矢部副会長および 今回監事から CTEC で、 

は確実に収入として 翌年計上されるもの 以外は未収入金として 計上していない ，そのような 会計 処 
・理もあ るとの回答がなされた   

6. 議案 i から議案 6 の一部までの 採択 

上村資格審査委員より、 出席状況、 成立状況が報告され   拍手で確認した。 
武沢 議長ょ り 討論の打ち切りが 告げられ，採択手順 ( 議案ごとに個別かつ 連続的に採択 ) 説明後、 

直ちに採択に 移った。 結果は、 議案Ⅰから議案 6 の一部まで圧倒的多数で 採択された。 ( なお、 出席 
賛成者数および 委任状に書面議決書の 数が加算された ) 

7. 議案 6 役員選挙の件 

選挙管理委員長の 報告に先立ち．矢部副会長から 今回の選挙に 関する役員定数の 取り 放 し 、 に 関し 

て，理事会決定の 報告が説明された。 
続けて，尾池選挙管理委員長より ，今川の役員選挙実施経緯および 役員選挙結果について 報告がさ 

れ ，立候補者全員が 当選入となったことが 報告された。 金貝川手で確認した。   
佐伯会長 よ り，壇上の新役員の 紹介がさ             

9 . 閉会 

森 副議長より、 議事終了が告げられ、 正副議長の解任と CIEC 定例総会の閉会が 宣言された。 
一 l 一 



20 ロ せ 年度 C 侶 C 戸棚総会議決 婁 

議案「 2003 年度事業報告と 2004 年事業計画 

各委員会・郡会等の 2003 年度 事 ，業報告と 2004 年度事業 司 - 両については ，付属の資料，をご 覧ください。 

本 議案では，その 中で特筆すべきもの ，および理事会直属の 事項について 述べます。 

1. 2003 年度事業報告 

昨年の定例総会において 承認された 2003 年度事業計画では ， 

Ⅲ ?C ヵ ンファレンス ，地域カンファレンス ，研究会活動 

(2) 余話発行 

(3) ネットワークサービス 

(4) 国際交流 

を 中心に本会のすべての 活動の充実と ，それを元により 強固な組織基盤・ 財政基盤の確立に 向けた会員 

の維持と拡大に 耽 組むこと，・ ヰぬょ蜘舌動 ・部会活動・プロジェクト 事業の佃 色 のための諸規定の 整備と効 

率的運営を示しました。 

その具体的活動と 成果を以下に 示します。 

Ⅲ鹿児島大学において 2003PC ヵ ンファレンスを 全体テーマ「進化する 情報機器 / 進歩する人」の 下， 

全国大学生協連との 協同で開催し 参加者約 8 3 0 名，レポート 件数 1 4 6 本を得て成功をり X めました。 

洲圏 期間を 1 日延長して 4 ロとし企画充実が 図られましたが ，台風接近による 最終日の開催中止と 言う 

アバンデントに 見舞われ，結果として 3 日の開催となりました。 大会運営に関する 危機管理に課題を 残 

すことになりました 0 

この PCC は ， /L リ 」、 @ 区の地域カンファレンスを 乗力 a て 開催され，九州全体から 多くの参加者を 得て， 

その任を果たしました 0 また，Ⅱ ヒ 海道における 地域カンファレンスも 着実な歩みで 実施されています。 

研究会については ，カンファレンス 委員会を「中心に 充実した実施が 図られました。 東京以外の 4 ケ 所 

での開催 や ，ネットワーク 配信の試みなど ，より幅広い 会員参加への 耳疋且み力 敬白まっています 0 

(2) 会話 は ，年 2 回の発行を維持するとともに ，発行元の変更，表紙 ソ 紙面構成のリニューアル ，執筆要 

項の改定などにより ，より魅力のあ る 会 ; 麟 掃葉 が咽 られました。 ヰ 対席合文も増加し PCC 論文 ま 野高の 増 

加や プロジェクト 事業申請の増加と 相まって，不会の 学 小 @ り 、 活動の発展を 示すものとして 挙げられます。 

学会論文賞の 規定力 沸席支 され，さらなる 前進の基盤となること カ測侍 されています。 また，発行元の 変 

更によって，取次店を 通しての新刊配本拡大など ， 会 誌の普及への 取り組みも 強ィヒ されつつあ ります。 

ポ磁某 体での広報という 面で会誌と車の 両輪をなすニューズレターは ，理事会直轄で 事務局を中心に 発行 

されました。 年 4 回の発行計画でしたが ， 3 回のみの発行に 留まりました。 事務局の担当の 交代などの影 

響もあ り，今後発行方法，編集体制の 々 錦上が求められています。 

(3) ネットワークサービスの 取り細みは，体制 肋 整備され安定したサービスが 流 実してきました。 Web サ 

イトがリニューアルされ ，メーリングリストの 整備と登録削除自動化 力苅甜巨 になりました。 また， PCC 

での インターネット 配信とチャットの 実現や， PC カンファレンス Web サイトの充実など ，今後の学会運 

営に資する取り 組みも発展してきています。 

一 2 一 



2004 年度 り廿 c 定例総会議決書 

(4) 国際交流については ，推進する 体市 ll ；』理事会内に 設置され，徐々に 拡充されてきました。 2003PCC で、 

は，アジア物理教育ネットワークの 事務局長・マゾ リ 一二氏を招牌しての 講演会，開催地企画「メディ 

ア と e-le ㎡ ng 」での RRCwnrld 社長・クロス 氏による講演会が 開催されました。   、 ては，プロジェクト 事業に協賛企業名を 冠した事業の 募集が加わりその 規模が 

拡大されました。 外部資金導入型のプロジェクト 実施は今後の 細   織 ・財政基盤の 強化に資するものと 期 

侍 されています。 しかし団体会員への 不会の有用，性の 説明とその確認への 努力は，十分とは 言えず， 

理事会を代表した 訪問等の実施が 望まれています。 

また，部会活動・プロジェクト 事業の促進のための 諸規定の整備力斗漸次実施されています。 部会の規 

定と mm 貝 Ⅱ； 湘 成され 2 0 04 年度定例総会に 提案されます。 プロジェクト 事業諸規定の 整備・見直し 

部会主催研究会の 本会通常研究会への 組み込みと実方 硅 十両書の定式化などが 図られました。 プロジェク 

ト事業を通して ，小中高部会による「コンピュータなんてへっ ち やら」の発行，覚国 ; 酵 大百研究部会に 

よる V ㎝コンテンツ 教材化；。 実施され，その 成果が会員拡大など 今後の本会事業に 資すること カ渕侍 さ 

れています。 さらに，小中高部会と 生協職員部会ィ 射 受 による子育てフォーラム「千葉夢の 街」企画への 

参画など， f% 弱 車ま 笘への取り組みも 進みつつあ ります。 

会員拡大，不会の 活動範囲の拡大に 関し特筆すべき 取り組みとして 特別講演会が 実施されました。 「大 

学改革と研究助成」に 関する講演会を ，文部科学省の 担当者 2 名を講演者として 実施しました。 教育環 

境等の教育問題を 直接的に取り 上げる講演会で ，今後の本会の 教育全般にわたる 活動への期待と 関係者 

への アピールを示すものとなりました。 

2. 2d ㎝年度事業計画 

20 ㎝年度も昨年度の 活動を充実させるとともに ，不会の活動をより 強固なものにするため ， 諸 ; 果顎 の 

角寄 央や問題点の 整理とその対応を 図ってまいります。 2003 年度の活動の 成果をみ 断売 しさらに充実させる 

とともに， 朱 実施あ るいは不十分であ った点を見直し 改善を図っていきます 0 

具体的には， 

㈲国際交流 

国際交流のさらなる 拡充を図り，コストや 人手の面でより 効率的・効果的な 取り組みの実施に 努め， 

会員への広がり ，今後の継続的交流拡大を 望める企画を 実施します。 アジアに重点をおいた 交流を中心 

に 据え， 2004 年 9 月には韓国の 国立大学、 「金光大学」を 訪問して「 TT 活用の物理教育」を 中心にした 

視察・交流の 実現を図ります。 また、 この経験を 2005 年の PCC に引き継げるような 企画を検討します。 

そのための体制強化も 検討します。 

(2) 学術活動の充実・ 拡大 

これまでの 不 会の活動を充実させるとともに ，教育改革，教育環境の 変化，さらに 教育の危機など ， 

教育問題に直接関わるテーマについても．積極的に 取り上げ，会員の 問題意識に沿った 活動を拡大して 

いきます。 

              を神戸大学で 全国大学生協連と 協同で開催し 成功を目指します。 企画充実を図るとともに ， 

実施に関する 物心両面でのコストの 効率化に努め ，危機管理体制など 実行委員会系 冊 哉の役割およびその 

- 3 - 



2004 年度 C 侶 C 定刻総会議決 婁 

分担の明確化を 図って堅実なカンファレンスの 運営を行います。 さらにより安定したカンファレンス 運 

営を目指し 2005 年開催に向けた 取り組みも並行して 進めていきます oPCC と連動した研究会の PCC 開催 

地における計画的な 開催 や ，早期の実行委員会設置など ，全国大学生協連と 協力して実施します。 

研究会はカンフアレンス 委員会を中止、 に，上山方開催，地域連携，ネットワーク 酉己 信の拡充などで 会員 

参カロの拡大を 図るとともに ，部会研究活動の 活用も含めて ，カンフアレンス 委員会による 監 Ⅲ刻本制の確 

立と効率的な 運営を図っていきます 0 

      事業面での取 @ み強化 

CIEC の事業活動は ，コンピュータを 利用した教育の 革新・改善に 資するために 実施され， CIECware 

事業や出版などで 一定の成果を 挙げています。 その新たな展開の 種を育てる取組みとして 定着しっつあ 

るプロジェクト 事業の強化拡大を 図り，会員の 研究実践活動が CIEC の諸事業へますます 寄与できる 23 

努めていきます。 具体的には，採択されたプロジェクト 事業の効果的な 実施と成果物の 有 咬妨岨 ，企業 

協賛型プロジェクト 事業の拡大と 内容の充実を 図ります。 

ネットワークサービスの 拡充により得られた PC カンファレンスの Web サイト運営のノウハウを 活用し 

さらにその機能を 充実させ，学会システムとして 事業化することを 全国大学生協連と 協同で進めます。 

(4) 広報出版活動の 充実・拡大 

2003 年度にリニューアルした 会誌の更なる 充実と普及を 図ります。 学会論文賞を 活用した 投ォ 苛令文の 

質の向上を目指すとともに ，より会員に 親しまれる金言志を 目指し編集体制の 強化や連続的テーマの 追 

求など内容の 拡充などを図ります。 また，英文誌の 在り方について ，国際交流の 観点も考慮して ，理事 

会でヰ鋳す します。 

ニューズレターは ，会員向けのあ るいは会員相互の 日常的な情報交換の 場としてふさわしい 遅滞のな 

い定期的な発行を 目 士 旨します。 また，効率的な 発行形態，編集体制の 在り方を理事会で ヰ妬す し経費と 

事務局の負担の 軽減による安定発そ 子に努めます。 ( すでに，ニューズレタ 一の電子配信を ， - 部を除き 

実方観音 み ) 

み 、 ソ トワークによる 広 幸西 舌勤 は，サービスの 拡ヲ 巳を図り ， 特に W 比 サイトのリニューアルの 完遂と会 

員からの意見集約などによって 更なる改善を 図ります。 研究会等のインターネット 配信とチャットにつ 

いて，仝 後 PCC や研究会で実現できる 環境の拡充を 検討・実施していきます。 

(5) ネ漸 哉と 財政の基盤の 確立 

団体会員に対し 本会活動と団体にとっての 有用性に関する 説明とその確認を 実施し本会運営への 

更なる関与・ 協力を深めていただくことで ，不会の組織・ 財政基盤の確立とま 拡充を図ります。 そのため 

に 理事会を代表して ，団体会員を 直接訪問し説明等をすることに 努力します。 また，昨年度より 企図し 

実施にいたらなかったニューズレターへの 団体会員からのお 知らせの掲載による ，団体会員と 各会員と 

の交流の拡大と ，それにともなう 団体会員のメリットの 増大を図ります。 さらに，協賛型プロジェクト 

事業の実施など 外部資金導入型の 取り組みの拡充に 努めます。 

2003 年度に整備された 委員会・部会活動等の 諸規定を効果的に 運用し本会の 組織基盤の拡充と 活動 

のさらなる樹生ィ ヒ を図っていきます。 地域活動の、 活性化に向けた ホ妬 寸を行い，必要ならばその 規定等の 

体制整備を行います。 
以上 

一 4 一 
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幻化年度 磁 ， EC 定例 絶 、 会議決 事 

議案 2  .  2003 年度決算報告 ( 案 ) 
耶 4 

    一十 - - Ⅰ 算   

n'nin@ i@ inm i noi(1 1)13)11 (l|U         

千ト 1l 03 白灰 @ ノ : 助額 03 年度 廿克桁     ㏄ハ度 比 Ⅱ 2 れ・圧状け柏 (u 四度比   
    Ⅳ B*l00   A/C*100 

Ⅰ 収入の耶 

    ノ又， 万世 一 @@ " 又 / Ⅰ 一一 "" 一 
個人会れ合・ @v     3.000.000  一 4.53%     
団体会貝金， @f 15,690,000 16,000,000@   -1.94X@ 16,020.000@ -2.06% 

        2,580.083   2,166,474 19.09% 
2 1) その他収入 教育出版一一 - 

  
21 Ⅰ 16.829 1,600,000  32.30X   

/@ 辛杵と i: 几反反反 
165,929 200,000@ -17.04% 225,943  -26.56X 

ClECnare   f.g50 。 g00 1,400,000  39.35X 937,650  108.06X 
四 その他 

  
463,254 566,474  一 l8.2% 567.634  -18.39X 

協賛 金 収入 0 0 0 

@ き f8% だト 210.000 510.000  -58.8% 524.370  -59.95X 
受取 利ロ 3,254 10,000@ -67.46% 3.964  一 l7.9 Ⅸ 

雑収入 250,000 46.474@ 437.@M% 39.300  536.l% 

収入合計 21.134.083  21.166.474  一 0.l5%  20.532.227  2.9% 

1 1  支出の部 

1  事言穏費 14,945,998 17,950,000 -I6.74?{ 14,812,685 0.9(ft 

1)  会護 費用   
総会 373.99 Ⅰ     454.998  -l7.8 ㎝ 

理事会 Ⅰ・ 338.510 ],300.000  2.9%     838,030  59.7% 
2. Ⅰ 54.515   2,250.000@     -4.24% 2.l76.269  -l.0 ㎝ 

  迎伯委 貝金 993. ⅠⅠ 0 l,l00.000  -9.7% 1.071.895@ -7.35X 
  イ ソ トワーク 委 貝金 271,955 150,000  81.30% 335,788@ -19.0156 
  カンファレンス 委 n 会 58.060 150,000  -61.29X 2ll,26@  一 72.5 劫 

  同際 活動ワーキング 0 100.000  一 l00.00 兆 O 
  余沫 篆架委 貝金 831,390 750,000@   10.85% 557,325  49.l8X 

2@  会誌 発行 一一 ffv     5.073 。 64g 5,800 。 000  一 l2.52% 5,808.924    -l2.66X 

3) 二 ユーズレターラ 奇行 牲 52 Ⅰ ， ・ 517 335.035    55.66X   
め 広報 世     214,427 293,81)@ -27.02K 
5)  研究会費Ⅲ 

地域 KC じ椴 助命 - 一 80,300 200,000  -59.  S5%   
地域 PCC 派 遭 ・ 支椴甘 Ⅲ 181,780 200,000  -9.HX 
研究会皆川 Ⅰ ， 5 Ⅰ 8,09 Ⅰ       Ⅰ． 750.000  一 l3.25X     l.006,575  50.8% 

6)      調査費 "            0         

国際活動費   600,000  -20.83X 0 
ソフトウエア 別辞脚布 費   0 O 0 

7) 事業活動費   4l8,0G Ⅰ 1,600 ， 000  一 73.87% 423,766@ -¥ ・ 3SK   
交通費 ( げ助 巧打介せ )   4 Ⅰ 0.46 Ⅰ 500.000  一 l7.9% 350.l66  l7.2 瑚 

会議 費 ( 池井関係 ) 7.600 100,000  一 92.4 曲 73.600  Ⅱ 9.6% 
事案委託費 0   1,000.000  一 l00.0 ㎝ 0 

8)  プロン ュクトゆ柴貸     ．       ，         ．         ・             ・       2,777.954  一 l6.7 曲 

9) 教育出版   284.63 Ⅰ 497.323   @42.7% 
蕃語出版 Ⅰ 24.63 Ⅰ   123.588@ 0.8456 
CIEC 際 a ㎎   160,000 200.000  一 20.0% 373.735  一 57.l 粥 

2   管理費   515 Ⅰ 4.865 6,350 。 000  一 l3,]5% 5.847.7l0  一 5,6%   
不 / トワーク 迎営雙 624. Ⅰ 126  1.200.000  Ⅱ 7.9% 593.540  5.15% 
事務局会議 費 0 20.000  一 l00.0 哨   30.290    -l00.0%     
事務局交通 奨 6.240 l0.000    -37.6 ㎝ 6.240  0.0 ㎝   
事務局通信 牧   533,388 500.000  6.6 朗 447.0l3  l9.3%   
事務局調査研究 脊 0   20.000  一 l00.0 ㎝   7,570  -100.00X 
華務 @ 人件費 3,000.000 3,000,000    0.0 ㎝   
事務用品 廿   448,930 700.000  一 35.8%         備品 鵬 入費   766.974      800,000  -4.l3X   Ⅰ   040,770@   -26JJX 

雑役 135.207 100.000@ 35.21X 99.371@ 36.06X 
3  予備 廿 144.485 400,000  -63.  BB%   10,000@ 31.35% 

支出合・ @l 20 ・ 605.348  24,700 ， 000  一 l6.58%  20 ， 770 月 95  -0 ． 79%   

m  当期収支差 仙 528,735  円 .533.526  一 ll4.96%   -238,l68  -322.0 曲   

  n"     前年度繰越金 --"   3.533,526 3,533,526  0.0 ㎝ 3.77l,694  -6.3 席 
V  当矧 未処理繰越金 4.0G2.26 Ⅰ O 3.533.526  14.9656 

@l) 2004 白 3 Ⅱ 3 Ⅲ 坦 Ⅱの現今 加全 残高 は以 r の とォリ です 

仮令 l 058 681 Ⅱ、 口上払 い用 現金 

沖血拍今 ( りテな ) li l ㎝ 28@  り そな銀行新節 L 、 4 ヌ ． 部 

@@rJ 心拍 'v 『 ( 力金 ) l4l 018  中央男双金巾内所 何 支店 

L 朋 印金 (% 分 ) は ㎝ 0 000  中火力 按 今仲西新 枯 上け。 

揮仙振 # 肝ザ Ⅰ 佛 0 020  。 p 野 郵便り 

一 6 一 



ノ 004 名 度 c/EcC 定刻 辮 会話 扶ヰ 

１ %.   

1  流産の部 

1 流動資産 
現金 

普通 頂金 ( り そな ) 
定期預金 ( 労金 ) 
普通預金 ( 労金 ) 

郵便振替貯金 

未収入金 

流動資産合計 

Ⅱ 負債の部 
Ⅰ流動負債 

未 払金 
前黄金 

預り金 
流動功伐合引   

m  舐 上金及び繰越金の 耶 

Ⅰ積立金 

2 繰越金 
当期繰越金 

繰越金 合廿 

私立金繰越金合引・ 
負 、 僻及び繰越金合計 

貸 借 対 照 表 
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1.058.681 
6, Ⅱ 0 ・ l.28 Ⅱ 

l2.000 ． 000 

141,018 

1,089,020 

315,903 

小口支払いⅢ現金 

りそな銀行新郎 心 営業部 
中央労働金庫西新宿支店 

中央労働金庫 西 新宿支店 
中野郵便局 

 
 

21,008,906   

452.545 
89,000 

2,405, Ⅰ 00 

2,946.645 

14.000,000 

4,062.261 

4,062.261 
18.062,261 
21.008,906 

科目内訳 衣 
科目 / 摘要 金 額 u 沖 a セ 考 

未収入金 315,903 

未 払金 ， Ⅰ 52,545 

( 内訳 ) 全国大学生協連合会 鮨 ， 080 事務局通信費・ 事務用 お 。 ，化 

その他 395.465  CIEC  ware  . わトワウ 運営費・雅代・ 研究会代用、 他 



ル化年度 甜危 定例総弁議決 事 

2003 年度 CI 三 C 財政報告 ( 案 ) 

  収入について ] 

く l) 会費収入 
・ 3 月末現在の会 バ 数は，個人会員 7 ㏄ 名 ( 昨年 742 名 ), 団体会員 98 合見印 卸ド 97 食 エ け 

鯛 入会ロ 入会 8f 人ノ 退会 は 6 人．団体会員 入会 6 口 f 社．退会 引 -l 5 た L) 
米 退会者は．Ⅴ 年 未納退会者および 未納退会申込者で．個人会員の 今年度 未 退会者 20 名および団体 

会貝の今年度末退会Ⅶ 口 3 社を含みません。 

  現金貝 で 4 月 1 Ⅲ以降継続する 意思のあ る方は 772 名． 4 月 1 門人会予定者は 20 名計 7922 名 

  個人会員，団体会員獲得ともに 健闘したが．わずかに 予算計画を下回った。 

  個人会紫の滞納 者は， ¥2Q 人 660 ・㏄ 0 円 

(¥ 年分滞納 78 人 ん ㏄ 田 ㏄ 円 ， 2 年分滞納 31 人 /2%. ㏄ 0H. 3 年滞納 l1/ び 126.0 ㏄ 円 ) 

  団体会費は． 9 社 390 ， 0 ㏄ 円 (13 口 ) が 劫 許り 柑さ態 。 

く 2) その他収入 
  教育出版については   タイビンバクラプの 収入が予算計 - 画を プて 幅に上回った。 ( 倍増 ) 

・その他収入では． 会講 紙面構成との 関係で広告収入が 半減し研究会参加化収入力 vll@ びた。 

[ 支出について ] 

1. 事 深化 

㈲会議 費 
・総会． 理 Ⅱ 会 ． 辿ゃ ;;" 委員会開催Ⅰ士別 は ．ほぼ・年度予算 引 " 画 通り。 

・ネットワーク 委 民会は， l,C カンフアレンス 周 ( 学会システム ) ㎎ b 構築のための 打ち合わせ費用 肋河 ， 算外 

に 発生した。 

・カンファレンス 委 足金と会 言廣扁条 委員会は．出席率との 関係での 差 典範川内。 

・テレビ会議システムや ML の活用など．積極的に 行っていく ノ、 要があ る。 

(2) 会誌 発行 費 
・金諾リニユーアル と 発行元の変更により・ 発布テコストを ブて 中高に下げることができた 0 

(3) ニュースレタ 一発行 費 予算 司 ・ 画 通り。 
(4) 広報 費 

・事務局での「 CIEC ご案内 ( 欧文 ) 」作成作業が 遅れたため，印刷費用米執行。 
(5) 研究会費用 

・地域 p ㏄援助金については ，九州 分 が未発生のため．費用が 半 蔽 
・本年度から 部会研究会を 予算化しほぼ 計画通り実施できた。 

・研究会世話役の 調整により，次年度はさらに 効率的な展開ができると 期待される。 
㈲調査費 

  托 カンファレンスの 中での国際交流企画を 実現した。 

(7) 事業活動費 

・要務打ち合わせ ヱ忙 Ⅲはほぼ予算どおり。 他団体交流のための 派遣等は未実施。 
・大判 目脇 との共同によるⅡ 撲 委託費は夫執行、 次年度以降は CIEC 力滴接 妻后 G する 刀 W%, 再 ・ l. 画 竹ァⅢ・ こ 当てる。 

(8) プロジェク l 、 ・ J 磯化 

・Ⅱ 、 @ ト 窩 「・ l.i1 榊 教材作成ブロジュークト」の 残金 188.481 円が戻された。 

(9) 教育Ⅲ 版 
・ お辮 出版は抜き刷り l:ll@l; りの 坤ル no 

・タイビンバクラプ 監修のための 費用 (L 」 inuX ネ多植費 ， @.@J 等 ) 

一 8 一 



2 ロ り Ⅴ在庫 併 6C 定例総会議決 富 

2. 管理費 
(1) オ、 ッ トワーク 連 弾   賀 

・№ b 決済システム 導入興 用 (60 万円 ) を計上 - したが，学会、 ンスデム として実現することとなった。 

・年間メンテナンス 費用 24 万円．ネットワーク 小吏用 料等 9 万円 

・№ b サイトリニューアル 費用㏄万円を 計上．している プ J,   一部未完成だ ヵ治ト年廣 経費で計上した。 

佗 ) 事務局会議 費ん 露帝 費 / 通信費 / 人件 噴 / 事務用品 費 

・ほぼ．予算計画通りの 執行。 
㏄ ) 備品購入費 

・ 刮 ・ 両 通りの執行。 

(5) 雑費 / 予備費 
・部会活動費の 補填を計画し   一斉 暁ぎ (7 千したが，研究会費も 支出したため．少額となった。 

'"""""" 
・当期収支差額は   4,062,261 円 

  全額を次年度繰越金とする。 

改年度以降の 課 囲 

0) 今年度．繰越金を 除く実質 り x 入は 3eH 方程度改善されたものの ，団体会費 ( 口数 ) の減少が著しく ，次年の 

収人は 2 千万円まで落ち 込む。 会員の拡大に 積極的に取り 組むとともに ， Cl ℡Ⅶ re l@ 丈人増加の方策，会議 

運営の効率化などをよ ナ ) 強ィヒ していくことが 必要となる。 

㏄ ) 会話，研究会．プロジェクト． Web による広報など．会員の 事業活動を支える 取り組みは，より 効率的に展 

開されるよ う になりっ っ あ る。 今年度， り勒 伍された協賛企業参加型のプロジェクト 募集の取り組みに 代表され 

るような外都資金の 迎 入 をより積極的に 司 - 画して い く。 

以上 

一 9 一 
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私達は、 CIEC ( コンピュータ 利用教育協議会 ) 会則 13 条にもとづ 

き、 本会の第 8 年度 ( 白 2003 年 4 月 t 日至 2004 年 3 月 31 日 ) 収支 計 

尊書を監査しました。 

この監査にあ たっては、 会計帳 簿及び証票書類について、 通常実施すべき 

監査手続きを 実施しました。 

監査の結果、 収支計算書は、 正確であ ることを認めます。 

以上 

一 10 一 



之 ㏄ せ 年度 C Ⅱ ど C 定刻総会議決 事 

議案 3 :2003 年度収支差額処分 案 承認の件 

繰越金処分 ( 案 ) 

2003 年度収支差額 4.062,261 円は、 次年度へ繰り 越します。 

上記のとおり 提案 い たします。 

2004 年 8 月 4 日 

cIEC ( コンピュータ 不 Ⅱ 川 教育協議会 ) 

会長 佐 Ⅰ 自 絆 

一 ⅠⅠ 一 



2 卯 4 年度 ClEEC 定例 縫 会議決 婁 

議案 4. 2004 年度予算 ( 案 ) 

干 井 目 一   04 年度予算案 03 年度決算額 03 年度比 02 年度決算額 02 年度比 備考   
A   A/B-100   A/C*)00 

r 収入の却 
  余興収入   Ⅰ 8.500 ， 000  l81554.000  一 0 ． 2g 九 Ⅰ 8,80l.000  一 l.60% 

  3,000,000@ 2,864.000@ 4.75%@ 2,781,000@ 7.87% 代 個団 町 会会人体 目口 会食 15.500,000  Ⅰ 5,690,000  一 Ⅰ． 2l%  l6,020,000  一 一 3  一 ． 25% - 
2  その他収入   2,000,000@ 2,580,083@ -22.48%@ l   73 Ⅰ   227@ l[5.53% 

l)  教育出版 1.750 " 一 "" ， 000  一 2.]16.829  " 一 一 l7.33%  i.163.593  " 一 50 ， 40% " 
  

書籍出版 150,000 Ⅰ 65.929  一 9.60 サ了 225.943  一 33.6 Ⅸ 

ClECware Ⅰ・ 600 ， 000  Ⅰ， 950r900  一 l7.99%6 

2)  一一 その他 250,000 463,254@ -46.03%   
協賛 金 収入 0 0 0 

広告 掲越料 200,000 210,000  一 4.76% 524,370  -61.86% 
受取 利息 3,000 3.254  一 7.8 Ⅸ 3.964  一 24 円 2% 

雑収入 47,000 250.000@ -81.20% 39.300  l9.5 曲 

収入合計 20,500,000  21.134,083  一 3.0 ㎝ 20.532.227 @0.l6% 

Ⅱ支出の部 
] 事業 寅 17,800,000@ 14,945.998@ 19.105<@ 14.812,685@ 20.17% 
1) 会講 費用   4,300.000@ 3.867,016@ 11.205{@ 3.469,297@ 23.94%_____ 

総会 450,000   373,991@ 20.32?@   454.998  一 l.1 ㎝ 

理事会     1,200,000  1,338,510  10.35% 一   838.030  43.l 鯛   
英文 誌検 ; サワーキング 500,000 
運営委員会及び 各種委員会   

  運営委員会 950,000 2,150,000  2,154,515 993.110   -0.2]% -4.34%   2. Ⅰ・ Ⅰ 07l,895  76,269  -11.37% -l.2% 一 

  ネソ トワーク委員会 200,000 271,955@ -26.46}{ 335.788@ -40.44% 
  カンファレンス 委員会 150,000 58,060@ 158.35% 211,261@ -29.00% 
  国際活動ワーキンク 50.000 0 0 

  会議編集委員会   800,000 557,325  43.54% 
2) 会読発行 費   5100000  『『 @  5073649  ， - 一一 1  -3.78% 0.52%,f;  .  .@  5.808.924 ."  .  一一 - "" 一 一 l2  20% 

        ニュース " レタ一発行夫 " 一   100,000 52 Ⅰ・ 5 Ⅰ 7  一 80.83%   335,035  イ 0.l5%  Web 掲拙に 切替 

4)  広報 費 214,427@ 39.91% 293.811@ 2.11%   
5)  研究会 甘用   

地域 PCC 援助 金 200,000 80,300    l49.07 兆 200,000@ 0.00% 
地域 PCC 派遣・ 支撰笘用 200,000 Ⅰ 8 Ⅰ・ 780 

研究会襲用   Ⅰ・ 500.000  Ⅰ， 518,09 ア   ー l.l9%      006,575  49.0% 
6)  調査費   500,000   475,007 0 

国際活動費 500,000 
  

475,007 0 

ソフトウェア 開発調査費   0 0 0 

乃 事業活動費   Ⅰ・ 700 ， 000 418,061@   306.64%     423,766  30l.l 曲 
交通費 ( 本務 局 打合せ ) 400.000 410.461  一 2.55 ね 350.166  ]4.2% 
会話 接 ( 渉外関係 ) Ⅰ 0OJ000 7.600  1215.7% 73.600  35.8 瑚 
事業委託費 Ⅰ 12001000 0     0 

8) 部会活動援助金 800,000 祈ま 

9)  プロジェクト 事業 俺     
]0) 教育出版     300,000     

書籍出版 100,000 124,631  -19.76% 123.588  一 -19.0% 
ClECware 200,000 160,000  25.00% 373.735  一 46.4% 

    ""4.930.000  一 5,514,865 一 ]0.61%  5.847.710 一 15.6%       
    

2   管理費         ソ トワーク運営     俺 400.000 624,126  35.91% 一     593.540  円 2.6% 

事務局会議 一 寅 0   0 30 ・ 290 一   
事務局交通典 6.240@ 220.@SIX 
事務局通信時 "- 500,000 20,000    533.388" 6.240 ， 一 一一 220.5 6.26% 一 " Ⅰ %       447.013 """ ． 一 11.85X 
事務局調査研究 一 蚊 10,000 0 " 7.570  "-- " 32.l0%   
事務局人件 丹   3000000  ． ， 3000000  『 ．     0  ・ 00@  3000000  ・ 一 ． - 一 0  ・ 00% 一   
事務用品世 一 " 一一 " 一 500,000 622,916@ -19.73% 
備品購入城   400.000   
雑費 Ⅰ 00.000 135,207  " 一一 "  一 26.04% 一 一一一一 99,371  0.63% 

3  予備費 70,000 144.485@ -51.55@/o 110,000 

支出合計 22,800,000  20,605,348  10.65%  20,770,395  9.77%         
Ⅲ 収支差額 一 2 に 00 ， 000 528.735 一 238.l68 

W  前年度繰越金 4,062,261  3,533,526  14.96%  3.771.694  7.70X 

V  当期未処理繰越金 Ⅰ 17621261  4,062,26 Ⅰ 3.533.526 

一 12 一 
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2004 年度予算計画案 ) 

[ 収入について ] 
(1) 合 致収入 

・個人会Ⅱは lon 払村 皮の新規仙人を 予算化する。 遊標 850 一 900 名。 

・ Lt   休会 11 は 睨 l75ilE 中ヰをの さす。 自然退会が予想されるため、 年別 l0 社 程 Q の新規入会 力泌 ・ 要 

(2) その他収入 
・タ イ ビンバクラプの 新学期購入による 手数 ゼ 川又 ノ、 を 予算化する。 ( 計画確言 &@ み ) 
  本年度収入にはならないが． ClECware をはじめとする 事業開発を進め   団体会 貝 収入 ( 口数の減 

少 ) の 削減分の回収を 討   呵 する。 

[ 支出について ] 
'. 事業化 
(1) 会議， 背 

・次年度以降の 全体予算削減を 睨み ， 総会費用を除き．理事会．運営委員会． 各委 Al 会の費用を実 

績 より低く組んだ。 
  これまで以上に．割引率の 高い交通手段の 選択や効率的な 会議運常を計画していく。 

  英文 誌 検討ワーキング 費用 50 万円を理事会費用に 計上することとした。 

(2) 金諾発行化 
  リニューアルにⅠ「 ; う 特集の充実，掲載内容充実のための 下算を考慮する。 

  実 祐介 がチ箆額 にすべて計上されていない 理由は．昨年度リニューアルによる 発行化 l 川城方の 反 

映が 1l 、 期分であ ることを 考 厳したものであ る。 
( 助 ニュースレタ 一党 7 丁， 輯 

・ 4 Ⅱ発行分から、 № ) 配信を実施する。 発行部数と発送費の 削減をめざす。 

㈲ 広舵化 
・ 役 H 改選に よ る「 C ℡ C ご案内」のリニューアル 費用を副 - ヒ 。 欧文も作成ずる。 

(5) 肝先会費 用 
・地域 托 C 援助金は・北海道 PCC と九州 PCC 各 l0 万円を予算化する。 
・上記地域 ヵ ンファレンス 支援のために 必要と思われる 派遣費用を 220 万円 予 ㌍化する。 

・各部会研究会を 含む研究会費用を 計上するが，予算化を 厳密に図ることと．研究会世話役の 再検 
討を行 い ．効率的な運営を 日指す。 

・研究会の地方 明催 による交通費、 会議室 費 m 等を計上する。 
(6) 調査費 

，国際交流のための 佃 世代用 ( 補助 ) を計上する。 
(7) 宇業 活動， 穏 

・事業委託 数 として， CTE ㎝ aare イヒ を の さす事業計画の 第一次費用を 計上する。 なお，必要性と 全体 
予算を考慮し 増額や他団体との 協力を計画する。 

(8) 部会活動小別九 % 
・部会規約の 新設に伴い．一定の 基準を満たす 部会への援助金を 新設する。 
・なお．今年度に 明しては．規約新設が 予算執行時期に 間に合わないため．昨年同様限度額を 定め 
て支給する。 何、 中高部会 50 万円，生協職員部会 20 万円．その他 q. 硫に基づき 10 万円 ) 

く 9) プロジエクト 小柴 音 
・プロジュークト 下柴執行社両通りに 計上する。 ㎝年度は 7 件． 各 40 ガ r 「 l, 総額 280 万円。 

(l0) 教育出版 
・ CW ℡㎞ 酊 c は、 タイピンバクラプの 監修・改修費Ⅲの 一部を刮・上する。 

2. 管理化 

緊縮財政に対比し．引き 続き．合理的・ 効率的通用を 司固化していく。 とりわけ． 件 北川祓 に 繋かる 
紙媒体の削減を 図る。 

以上 
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育養 案 5 会則の一部改定承認の 件 

[ 提案内容「 ] 

1. 現在の活動実態に 合わせ，部会を 会則に位置づける。 

2. 条文は．以下のとおり。 

俄伺 

第 8 章支部 

第 32 条不会には，支部を 冊くことができる。 

2. 支部の運営・ 事業等については ，別途定める。 

改定 菊 

第 8 章 支部および部会 

第㌍ 粂 不会には，支部および 部会を置くことができる。 

2. 支部および郡会の 運営・ 事凍 等については．別途定める。 

[ 提案内容 2] 
1. 事務局総括に 替え ， 新たに事務局長ポストを 設ける。 

2. 条文は，以下のとおり。 

じ 現制 

第 9 章事務局 

第 33 条不会には．事務局を 設ける。 

9. 事務局は，全国大学生活協同組合連合会内に 置く。 

3. 事務局に，事務局総括を 置く。 

4. 前項の職員は ，理事会の承認を 経て， 会良 が委嘱する。 

改定 紺 

第 9 車事務局 

第 33 条 不 会には，事務局を 設ける。 
2. 事務局は，全国大学生活協同組合迎合会内に 置く。 

3. 事務局に，事務局長目ぽ く 。 

4. 事務局長は，副会長の 1 名が兼務する。 

以上 
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議案 6  役員選挙の件 

1. 会長，副会長，個人型 申 ，僻事の役員選 右簿古 果報告の月     

C ℡ C 役員選挙規約に 基づく選挙によ i)93 市 仮 

選挙管理委 貝 会からの報告 

2. 団体会貝の理事 ぅ 退出の ィ ， l, 

CI ㏄役員選挙規約第 7 条に基づく「 a 理小 ・を選出する 団体会員および 人制承認の件 

く 団体会員およびⅧⅢ選出人 穏 t ノ 

アップルコンピュータ 相佳 まに会社 1 名， 

ゼロックス 材逼に 会社 1 名 

- ンャ 一ラ月形 佳 エく 歪 寺井山 1 名 

全国大学 蛆刮窃 同組合連合会 2 名 

以上． 4 社 5 名を提案いたします 0 

一 Ⅰ 5  - 
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2004 年度定例総会 

[ 付属資料 ] 
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1. 専門委員会「 2003 年度活動報告と 2004 年活動方針」 

[ カンファレンス 委員会 ] 

1. 2003 年度事業報告 

(1) 2003PC ヵ ンファレンス : 8 円 5 口 一 8 円 8 日、 鹿児島大学 

テーマ「進化する 情 ㍻機器 / 進歩する人」 

1) 2003PCC の特徴と成果 ( 全体会とシンポジウムを 中心として ) 

  九州地域で行われた 初めての PC カンファレンスであ 七 ) 、 地域カンファレンスであ る九州 PCC も 

兼ねた企図となった。 そのため，開催地企画も 初日の講演会   、 ン ンポジウ ょ、 に 匹敵する規模で   

会場も参加者で 超満員 (300 名 強 ) となった。 

  参加者数が 830 名、 レポート件数 150 本。 鹿児島でこの 規模で開催できたことは 今後の大きな 励 

みとなった。 一方． 4 日間に大会口程を 延ばしたものの． 4 日目の分科会発表が 台風で中上にな 

ったことは．大会運営のあ り方を含めて 今後への教訓を 残した。 

  講演会 ( 講師 村   - ヒ 陽一郎氏 ) は．情報教育の 基本的な理念、 情報そのもののあ Ⅰ ] 方 、 人と情報 

の関わりなどを 語っていただける 方を対象として 人選した経緯もあ り、 その点では科学史の 視点 

からこれらをどのように 捉えるのか、 人と情報の本質的な 問題、 課題を考えるうえで、 今講演は 
示唆に富んだ 内容であ った。 一方．参加者アンケート 結果等から見る 限りその評価 は 二分された 0 

講演の内容が、 本題に入る前の 前・置きが長すぎたことや「情報」に 関わるかなり 根源的な側面に 

焦点があ たっていたためであ ろう。 

  、 ン ンポジウムは、 2002PCC の小中高部会企画による   情報教育シンポジウムを 受けて、 2003 年度が 

高校の普通教科「情報」授業の 開始年度にあ たったことから、 ここを基軸に 据えてその前後の 教 
育、 つまり小中の 情報教育および 大学の一般情報教育に、 普通教科「情報」の 授業はどのような 

影響を与えるのか、 現時点での情報教育の 動きに加えて、 その課題や問題点などを 整理し、 今後 

の方同性、 ことに小中高大の 連携した情報教育をどのように 考えていくべきか、 などを探ってみ 

ることに主眼をおいた。 ことに高校の「情報」には 多くの課題があ ることが予想されるので、 こ 

れに対する CIEC としての役割、 取り細むべき 課題があ ればそれは何かを 明らかにすることが 目 

的であ った。 

  シンボジウムの 準備は， 当 委員会と小中岡部会．鹿児島の 実行委員を中心に 事前討議を実施する 

中で進められた。 シンポジウムの 評価を参加者アンケートから 判断する限り、 概 #a 我々の企画趣 

旨 に近いかたちで 議論が進んだのではなかろうか。 内容的には、 パネリストの 近民、 大橋 氏 、 生 

山 氏などからが 調査データをもとにした 発言があ り、 そこから手技現場の 努力と工夫が 垣間見る 

ことができた 反面、 学校間、 下ケロ 問 、 教角巾間の温度・ 差がより一 % フ てきなものとなっていることも 

明らかになった。 高校教科「情報」の 実施 : 大呪に絡んだ 全国規模の調査が 現時点で極めて 重要、 

との緒論に達したが、 これを CIEC としてどう受け 止めるのか、 課題を突きつけられたといえよ 

つ 。 

  今回司会者を 赤堀 侃司束 工人教授に依頼したが、 司会者をどのように 選ぶかについても 議論があ 

った 0 

  、 ン ンボジウムではパネリストの 都合でテレビ 会議に よ る参加を部分的に 導入した。 準備に多大な 

労力を剖いたが、 シンポジウムを 盛 Ⅱ )- Ⅱげるのに大変役立った。 このような試みは 積極的に評価 

してよいと思われる。 

2) 今後の課題 
・講演者の確定やシンボジウムテーマの 絞込みが   第 1 回英行委員会開催時期との 関係で，時制約 

一 Ⅰ 7  一 
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制約が多く・ 困難な状況にあ る。 カンファレンス 委員会として．事前に 予備的な議論が -@. 分でき 
る機会を作っていくことが ノ、 要であ る。 

(2) 地域カンファレンスへの 支援 活動 

2003 年 - は Ⅱ ヒ 海道函館で地域レベルの PC カンフアレンスが 実施された 0 

1) 地域カンファレンスの 現状 

; 七海道 2003PC カンファレンスは ， 北海道教育大学函館校を 会場にして、 約 70 名の参加者と 3 

つの分科・ 会 セクションで 開催された。 

・札幌からも 4 町間 弱 ということもあ i,)   参加者を増やす 取り細みや実行委員会の 開催も物理的に 

厳しく，今後の 取り組みに課題を 残した。 

  他方，地域に 恨 ざした企画や 収 り 細みの点では ，渡島情報教育研究会との 情報交流が行われ、 地 

域と大学、 地元小中高との 繋がりが深められた。 さらに、 CIEC 小中高部会世話人のメンバ 一の 参 

加 により地元小中高の 先生方との交流の 輪が拡がった。 

2) 地域カンファレンスの 位置づけと支援を 強化する課題 

昨年に引き続き ， 次の課題を掲げ 服 り組んでいく。 

  地域 ヵ ンファレンスは、 今後の CIEC 活動の広域化、 多様化、 会員、 の拡大等において 重点化すべ 

き課題であ り、 カンファレンス 委員会としてもこれまで 以上に積極的に 支援してゆく 方針であ る。 

  大学が地域との 連携を横槌的に 進めていることに 比える活動であ り、 また、 普段このような 研究 

集会に参加できにくい 小中制教員への 接触を強める 視 @@ からも支援体制を 強化すべきであ る。 

(3) 研究会活動 

  今年度は第 35 回研究会から 43 回研究会まで 9 回の研究会が 開催された。 回数が飛躍的に 増えた 

ことは，今年度から 本格的に ヵ ンファレンス 委員会が企画する 研究会だけでなく、 各研究部会の 

企画による研究会も、 基本的に「 CTEC 研究会」として 位置づけたことによる。 

  どの研究会においても CIEC が実施していることを 参加者に明確にすること ，会員拡大を 積極的 

に進めること、 などを日指した。 

  各研究部会との 連携を強化するために． CIEC 研究会のスケジュールおよび 予算を勘案して 調整を 

計ってきた。 担当者が研究会の 企画から運営までを 円滑に進めるため．「研究会実施要領」を 作 

成することにした。 

「研究会実施要領」 

  ム月の丑 序 ・講師の選択・ 講師との交渉 
  テーマの設定 式 勿 撰呂 

  プロバラムの 作成、 司会 ，交通費・謝金の 扱い ・報告 

  東京以外での 開催については、 2003 年度は、 仙台、 神戸、 草津．幕張で 開催した。 今後も東京城 

外での開催を 積極的に進める。 

  研究会のネット 配信に関する 課題は，これを 実現するための 環境整備が決まャ 八まず手始めに ヵ 

ンファレンス 委員会を W 会議システム (J Ⅱ eb の製品 ) を用いて開いた (9 月 27 日 13:30 一 17: 

30)0 
1) 今回のジェイ・ウェブの 製品は価格は 安いが、 CIEC の委員会や研究会での 多 地点を結ぶ W 

会議システムでの 長時間使用には 問題が多いことが 判明した。 

づ 再度、 同製品の更新 @ をⅢいてデストを 実施する予定。 

2) 今後も W 会議システムの 利用を追求するのであ れば、 価格は高くなるが、 ソニー など 他ネ 土 

製品を考えるべきであ ろう。 
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200 せ牢度 c は e 定刻総会議決さ 

2. 2004 年度 車 業計画 

(1) 2004PC カンファレンス 

2003PCC 全休会 ( 調波会 ・シンボ、 ジウム ) の総括をもとに ，カンファレンス 委 Ⅱ会衆として 2004PCC 

たたき台を作成し ClEC 金貝の 旺 へ捉架 し、 講演会講師およびシンポジムムテーマ・パネリストの 

公募を行った。 失行 委 貝金での論調を 経て，全体テーマ ，講演会 禍師 ・ 演棚 、 シンポジウムテーマ・ 

パネリストを 以下のように 決定した。 

なお，今川、 2003PCC の総括を受けて 公開性・実行委員会での 決定までの論議 を ㍼重して全体会の 

企画を進めてきたが ， 時 Ⅲ的な制約が 多いことと、 旺 を設置しても 意外と 捉 案や意見が少をいこと 

がわかった。 2005PCC に関しては，第 1 回実行委員会の 早期開催と№の 活性化を望む。 

なお、 ヵ ンファレンス 委員会では、 PCC 全体会の企画‥運営におけるカンファレンス 委員会の役割 

についても議論し、 次のことを確認した。 

・ PCC の継続性を考えると、 カンファレンス 委員会が PCC 全体会の責任を 負っていく。 

・ PCC 実行委員会やプロバラム 委員会に参加するカンファレンス 委 貝を増員することを 提案する。 

2004PC ヵ ンファレンス 全体会 

1) 開催テーマ 

「人が生きる 道具としてのコンピュータ 

ーユニバーサル & ユビキ タスコンピューティン グ を目指して 一 」 

2) 講演会 

演 題 ユビキ タスとエイリアネーション 

一 どこにでもあ るが故の疎覚をいかにして 克 脱するのか一 

言 fH 括 Ⅰ武者 平城 治郎 説苑テレビ解説委員 

3) シンボジ ウょ 、 

テーマ「メディアと 教育」 一 学びのコンテンツを 考える 一 

パネリスト 石づ   l, 相川 兵庫 y. と立兵庫高等学校 

ィ ℡ @ 崎久 多摩美術大学 

猪俣 富美子 東 外人アジアアフリカ 言語文化研究所研究支援推進員 

福島 健介 八王子市立別所小学校 
本 筒井 洋一 司 @ 在 Ⅰ 京都精華大学 CIEC カンファレンス 委貝 

、 ン ンポジウム MlL をすでに立ち 上げている。 

(2) 地域カンファレンス 開催の取り組み 

前年度報告にもあ る よ うに、 地域カンファレンスは 今後の CIEC 活動を位置づける ぅ えで極めて重 

要な取り組みであ る。 何よりも CIEC の理念であ る、 幅広くコンピュータ 教育の成果を 普及するには、 

各地域に根ざした 取 り細みが必要となる。 その視点から、 これまで以上に 九州、 北海道の PCC を 支 

接 することが求められる。 九州・北海道のカンファレンス 委員を中しに 支援を組み立てていくことが 

決まっている。 さらに、 その他の地域での 開催可能性についても、 今後追求していく。 

・今年度の地 ょぬ カンファレンスは ，以下のとおり 開催される見込みであ る。 

九州 91 25 l@-26 日、 大分大学 ( 大分市 ) 

北海道 10 」 j 30 @@-31 l@ 、 北海道情報大学㎝ 別市 ) 

1) 昨 午から行っている 澗演 会を今年も開催する   明 @ は iiL-l は K0/l 3() l@ (.@:)   

2) 分科会は 24 本程度の発表を - ヒ 限 とする．開催日は 10 同 31 ll (@l)   
3) 新たな試みとして ， 20 ㏄作問題に焦点を 当て，高大逆 携 の     訳況は ついて 

，ン ンポジウ ヱ、 な 行 う   
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(3) CIEC 研究会 捌 朋の取り細み 

各部会に、 「 W:: 席 「両家 (@-l 佳及び概要、 必要経費の概算等 ) 」を 捉 Ⅲする よう に 、 呼びかけを互角、 

に行 う 必要があ る。 今年皮の現時 " までの研究会の 企画は，川下のとおりであ る。 

神戸大学でのⅢ W  6 @J ]3 口 第 45 回研究会 ( プレカンファレンスとして 実施 ) 
テーマ : 勉強と学び 

新潟大学での 冊冊 山川 頃 次年度 PCC 開催 校 

テーマ . e- № al.ming の是非． e-learning の旧題 " の 整理 

東京での 明 J@i. 11  月頃 

テーマ : 大学の教養教育 (liberal arts & sciences) の再検討 

関西での開催 12 月 01. 3 月 外国語教育研究部会または 小中岡部会 

(4) 団体会員との 連携強化を図る 取り組み 

5 月下旬開催の 研究会について． 3 月から団体会員に 参加テーマを 葬り準備に当たった。 しかし、 

残俳ながら．時期にあ った研究成果の 発表や新製品情報が 公開できないことからか．年度 未 ・年度 

始めの繁忙期のためか、 応募はなかった。 そこで、 今後の発展も 考え．計画を 遂行するために カン 

ファレンス委員会側から 団体会員に企画を 持ちかけ   以下の計画を 作成した。 次年 皮 以降実施する 

かどうかについては ，取り組み後に 検討を行う。 

第 44 回研究会 5 月 29 Ⅲ ( 土 ) 開催 

テーマ : 「インテルの ぱ新 CPU によるワイヤレスコンピューティン グと アップルの最新テクノロ 

ジ 一に よ る教育活用」 

(5) CIEC 研究会活動の 仕り 方 

1) カンファレンス 委 兵食が企画する CI ㏄研究会はこれまでと 同様   多くの参加者の 興味と要求をで 

きるだけ汲み 上げ、 幅広いテーマにも 配慮した内容となるよう 努力する。 

2) 会員からの要望 @. こ 基づく研究会企画を 実施するためにも、 ヵ ンファレンス 委員会メーリングリス 

ト (con め r ⑲ ciec.or.jp) を活用した活動を 積極的に進める。 

3) 各研究部会から 出されている 研究会実施計画希望をすべて 実施することは 現状では難しいが、 研 

究部会毎に実施回数を 決め、 内容を精選した 企画の研究会が 開催できる 26 取り組む。 小 4 ） Ⅱ ・Ⅰ @ ワークを活用した 遠隔研究会や 研究会そのもののストリーミ ング なども、 技術的な問題が 

次第に解消されつつあ るので、 カンファレンス 委員会とネットワーク 委員会との協議を 進めて、 

早い段階で本格的な 実施に向けた 取り組みを開始したい。 

㍉カンファレンス 委員会体制を 強化したことによる 様々な活動への 取り細みを、 地域に配慮しつつ、 

会員自体の研究会 ( 他から講師を 呼ぶスタイルの 研究会ではなく、 同じような関心を 持つ会員が 

集まって研究会を 閃くこと ) も加味して、 その特徴が発揮できる 活動へ強化することが 望まれる。 

(6) カンファレンス 委 1T の選出 

今年は委 lt 会も改選の年であ る。 地域や部会からの 姿 貝の選出を下検討して 委 口合構成を見直し、 

カンファレンス 委れ 会の活性化に 繋げたい。 

■研究会開催報告 
◆第 35@ 口 @ 九会 52 グ， 
テーマ : 「どうする ! 日 円担 』の評価 」 

日 時 2003  年 5  円 17  Ⅱ (-l-)  13  : 30 一 17  : 00 
会 場 セシオン杉並， ( 東京都杉並 E 梅里Ⅰ -22-32) 
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講 演 
(1) 「高等学校の 情報科が始まって」 

中村 一夫 ( 茨城県教育研修センタ 一 元国立教育政策研究所   文部科学名教科調査官 ) 

(2) 「ルーブリックを 用いた評価について」 
加納 寛子 ( 岐阜聖徳学園大学 ) 

(3) 事例発表「，情報の 授業と評価の 実践」 

Ⅲ 角 博 ( 東京学芸大学附属高等学校 ) 

討論・質疑応答「高校の『 構報 ] の評価はど う するのか」 

◆第 36  回研究会 39  名 

テーマ : 「大学における 一般情報教育の 過去・現在・   未来」 

日 時 2003 年 6 月 21 口 ( 土 ) 13 : 30 一 17 :30  (13 :00 受付開始 ) 
会場 東北大早川内地キャンパス、 マルチメデイア 研究棟 6 階 M6 0 1 教室 

主 催 CIEC ( コンピコ - 一タ利用教育協議会 ) / 大学生協連東北地域センター 
特別講演「大学の 一般情報教育の 変革」 武井忠雄 ( 帝京大学 ) 

講演「一般情報教育の 現状と今後一東北大学と 東北薬料・大学の 申例を中上、 に 一 」 

早川 l 美徳 ( 東北大学 ) 、 佐藤 態一 ( 東北薬科大学 ) 

講演「プロバラミンバ 言語習得のための 知的 CAI モデル 
一 『ランドルト 環 エ andolt.s l.ing) 方式 ] による 苦 Ⅱこみ 一 」 

北守 一随 ( 北海道工業大学 ) 

懇親会 17 :4.0 一 19 : 30 東北大学 川 l 円 札 キャンバス、 川内地厚生会館 

◆第 37 回研究会 参加 47 名 
テーマ 「大学における 情報リテラシー 教育の取り組みと 実際」 

日 時 : 2003 年 6 月 28 日 ( 土 ) 13 : 30 一 17 : 30  セシオン杉並 
会 場 : セシオン杉並 

報告 1  「千葉大園芸学部の 情報教育への 取り組み」 不悌 毅 ( 千葉大学 ) 

報告 22  「学芸大学の 情報処理教育への 取 り組み」 伊藤 一郎 ( 学芸大学 ) 

まとめ 森 直之 ( 東京理科大学生協 ) 

司会 仲田 秀 ( 明治大学 ) 

◆第 38 回研究会 参 カ U35 名 r 
テーマ : 「プロバラミンバ 教育を見直す」 - 高等学校と大学との 連携を視野にいれて - 

日 時 : 2003 年 -10 月 18 日 ( 土 ) 13 : 30 一 17 : 00 
会 場 : 大学生協会館 ( 東京・杉並 ) 2 階 201 .202 .203 会議室 

報 告 : 
1. 「高校と大学の 情報教育の円滑な 接続を考厳したプロバラミンバ 教育」 

綾 昭二郎 ( 石巻専修大学 ) 

2. 「道具性を竜 視 したプロバラミンバ 教育」 
山田 神に ( 京都工芸繊維大学 ) 

討論 : 普通教科「情報」にプロバラミンバ 教育は必要か 

◆第 39 回研究会 参加 4.@ 名 
テーマ 「インターネット、 コンピュータⅠ ニに 学びの場を創る」 

日 時 :  2003  年 11  同 29  口 ( 土 )  13  バ 0 一 1 ㍗ 00 
6% ム安 ハ 中 神戸大学社会科学系アカデミア 館 4 階 4 0 4 号 室 

Ⅰ ネ巾 ， 「・ l 肯宰 @ ぇ ) テラシ一の学びの 場」 井上 明 ( 甲南大学 ) 

講 演「インターネットキャンパス」 lu 本 恒 ( 園 m 学園女子大学 ) 
司 会 大岩 幸太郎 ( 大分大学 ) 

◆第 40  回研究会 参加 222  名 
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テーマ :  Xoops  port 引 sile  の構築と通用方法 

日 時 :  2003  年 12  月Ⅱ。 @  ( 十 )  H  30  ミ 17 皿 0 
計姉ギ ' 一ユ 二 /"   会 場 :  立命館大学琵琶湖 草 む十キャンバス ァクロ / 、 ウィング 1 階 情報苦ロ チ 

演習室 ACll  ( 滋 賀県草津市野路地Ⅰ -1-1) 
" 卍 " 立 ' 講 師・ 淡路佳日 ( 中部大学国際関係学部助教 ヰ受 ) 

◆第 4] 国研究会 
テーマ 「ネットで変わるが、 コミュニケーション」 

七寸 目 ユ り 2003  年 12  月 13  口 ( 上 )  14  : 00 一 1 「 : 00 
会 場 :  大学生協会館 2 階会議室 
" ラ 爵 @ " 典 。     

「 TV 会議システムにおけるコミュニケーション」 
遠隔教育研究所 ハ Ⅲ -  i;F 介氏 

講 演     「儀礼の相のコミュニケーションⅡ 

-2 ちゃん #a るの 「祭り」を題材として 一 

ソフトバンク・パブリッシンバ 株式会社 書籍編集部編集長 伊藤 昌 亮氏 討 「ネットワークによって、 コミュニケーションはどう 変わるか」 公 司 CIEC 小中高部会 

◆第 42 回研究会 

テーマ 「情報教育   研究とコンピュータの 関わりにおける 大学生協。 の歴史と展望 
- 皿 LP 一 PC カンファレンスー CIEC - 」 

日 時 :  2003 年 12 月 21 口 ( 日 )  16:30 一 19:00 
会場 :  幕張メッセ 国際会議場 ( 会議室 い 当日会場案内をご 覧くださいⅠ 

パネルディス ヵッ ション ( あ い う えお 順 、 敬称 m ㈲ 

パネリスト 

石原 裕 埼玉大学生協職員 
岡安 喜三郎元全国大学生協連専務理事 / 現 同本労働者協同組合連合会副理事長 
湯浅 良雄 愛媛大学教授 

若林 靖永 京都大学教授 
司 会 :  大久保 厚 全国大学生協連 

◆第 43 回研究会 
テーマ 「共同利用を 前提とした英語 e-Learning ピ デオ教材の制作」 

日 時 2004 年 3 月 20 口 ( 土 ) 13:30 一 17:00 
会 場 大学生協会館 2  階 204-:205  会議室 

報告     

1 「実験用サーバの 連用とコンテンツ 作成環境について」 
北 7 びⅠ市立大学 上付 隆一 

2. 「 V ㎝素材を利用したオンライン・パーシ ャ ルディクテーション 教材の開発」 
大阪教育大学 吉田 晴世 

3. 「 VOA 配信素材 S Ⅱ aps@lot を利用した教材開発 (1) 」 

立命館大学 松田 憲 
4. 「 V ㎝配信素材 Snapshot を利用した教材開発 (2) 」 

立命館大学 野澤 和典・ 

討論と意見交換 
司会 カンファレンス 委員 

■ 4 月以降の研究会の 予定 
金 策何回研究会企画案 

団体会員の発表会 

■日 時 2004  年 @-5  月 229  日 ( キ ． )  14:00 一 17:00 
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■会 場 大学生協杉並会館 2 階会談室 
■報告 

テーマ : l- インテルの最新   CPU によるワイヤレスコンピューティン グと 

アップルの最新テクノロジ 一による教育活Ⅲ」 

■内 容     

013:30-14:50 
「最新の次世代モバイル CPU とワイヤレスコンピューティンバ」 

付木 ) インテル 
プラットホーム 枯 ソリューションマーケティンバ 部 菅原 直人 

01 む 00 一 16 だ 0 

「アップルコンピュータの 最新テクノロ 、 ジ 一による教育活用」 

一 教育現・場に 於ける Mac OS X の導入事例 一 

アップルコンピュータ げ朱 ) 
ディベロップメント エク ゼクティブ   + 戸 一 バーソリューション 安田 伸幸 

研究会のネット 配信のデモンストレーションを 行う。 

今 第 45 回研究会全山菜 
2004PCC プ レ ヵ ンファレンス 企画 

■日 時 2004 年 6 月 工 3 Ⅱ ( 日 )  13:30 一 17:00 

■会 場 神戸大学 神 大会館 
■講演と報告 

13:30-15:00  「勉強と学び」 

佐伯仲 ( 司 1@ 院大学 ) 

15:10-15:55  実践事例報告 

開催地の小中高から 各本 ( 各 15 分程度 ) 
旧山 裕子 ( 小野市立大部小学校教諭 ) 

橋場弘和 ( 神戸大学発達科学部附属中学校教諭 ) 

吉田賢史 ( 甲南高等学校・ 中学校教諭 ) 

司会者 橘 孝博 ( 早稲田大学高等学院 ) 

[ 会話編集委員会 ] 

丁 コンピュータ & エデュケーション ] 誌は，これまでに 16     手 ( 創 ， 刊 準備号を含めれば 17 号 ) を刊行 

することができました。 第 15 号からは， 柏 書房に代わって 東京也 機 大学出版局になり ，あ わせてレイ 

アウト と デザインを一新しました。 商業出版としても 対応できる内容の 充実，が一層期待されています。 

1,2003  年度事業報告 

(1)  15  号 (2003.12.),  16  号 (2004.6.)  の発行 

会報 15 号 (2003.12.) 
・巻頭インタビュー「無心に 遊べ ! 一 『遊び心 ] を取り戻そう 一 」 佐 4l 力 Hl;CIEC 会長に聞く 

・特集「教育 = 学習とは何なのか ，あ らためて考える」 

論文 3 本 

  2003PCC5 本 
  活用事例 2 本 

  論文 6  本 

  その， 他 

( 敬称略 ) 
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会誌 16 号 佗 004.6.) 
・巻頭インタビュー「ユニバーサルデザイ ン の時代をめざして」関根 千 佳さんに聞く 

・特集「プロードバンドによる 地域戦略」 
論文 5  本 

・ 活 m  事例 2  本 

， Software  Review  l  本 
・論文 7  本 

・その他 

佗 ) 編集体制 

査 詩体制の確立に 向けて 査 読の基準のガイドラインを 作成し 査 読者による個人差がないように 

配慮しています。 投稿者にたいする 懇切丁寧な 査 読もあ り， 査 読を通じた研究交流も 成果としてあ 

げられます。 会員によって 支えられる会誌ということを 考慮し 査読 にかんして編集委員だけでな 

く ．当面，理事にお 願いすることもあ ることが確認されました。 

(3) 表記法と「投稿規定」「執筆要綱」の 改善 

第 16 号から．「・」「。 」に統一しました ( 第 15 号の植村 稿 参照 ) 。 これにあ れせて   「投稿規定」 

および「執筆要 綱 」について一部改正しました。 

(4) 英文誌の発行 

学会としても 教育運動としてもグローバルに 発信・行動することが 自然かつ重要なことになって 

います。 その意味で英文誌を 持つことは戦略的に 重要です。 他方で．本誌は 小中高校から 大学等の 

会員を対象にしたものであ り．かつ。 一般書店ルートでも 頒布するものであ ることの関係で ，英文 

話とは大きく 性格が異なります。 したがって，英文誌は 本誌の延長線上で 考えるべきものではあ i9 

ません。 以上の点から・ 英文 誌 発行のプロジェクトを 立ち上げるとともに ，金諾編集委員会から 切 

り 離し独白の体制でそれをすすめるべきことが 前回の運営委員会で 確認されました。 

2.2004 年活動方針 

(1) 会誌 17 号 (2004.12.) 発行予定 

・特集「情報教育とコンピュータ 教育のあ いだ」 ( 仮称 ) 

本 特集の「目的」と「テーマ」をもとに ，会員に投稿をお 願いしたところ ， 9 本にもの ほろ 応募 

があ りました。 杵築についても 仝後公募していきます。 

(2) 霜葉体制の強化 
会誌 17 号 よ り， 査 読を理事の方にもお 願いすることにしています。 また， 繍集 委員については ， 

院生と生協職員にも 横槌的に参加していただくとともに．メンバ 一の交代を考えています。 

(3) 英文誌の発行 

理事会で検討することになりましたが ， これまでの経緯をふまえて ，編集方針． 掲叔 内容および 

発行司・両について．捕捉委員会からも 提案していきます。 

(4) 会誌 普及 

現在の発行ぺ ー スを維持しながら ，市販に よ る普及を意識した 総特集の企 岡や テーマ毎の編集な 

どを具体化していきます。 
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[ ネットワーク 委員会 ] 

1 . 2003 年度活動報告 

CIEC ネットワーク 委員会では、 事務局の多大な 協力を得ながら、 金貝へのネットワークサービスの 

維持・ 改持 のため、 次のような活動を 行いました。 

(D)Web サイトのリニューアル 

懸案であ った C.IEC の Web サイトのリニューアルにつきましては、 2004 年 1 月 6 口に暫定版を 公開 

し、 その後、 さらなる整備と 内容の充実のための 作業を続けております。 特に PC カンファレンスの 

サイトの制作体制が 強化され、 内容が充実してきています。 

(2) メーリングリストのリニューアルならびに 整備 

CIEC では設立当初からメーリングリストの 利用がたいへん 活発であ り、 整理・整備が 追いつかない 

面 があ りましたが、 運用方法の整備に 努め、 さらに、 Web 上でのメンバー 登録・削除ができるよ う に 

Web サイトの機能を 強化しました。 

(3) ストリーミンバ 配信の試み 

研究会などのストリーミンバ 配信の要望が 高まってきているので、 2003PC カンファレンス ( 鹿児島 

大 ) において、 シンポジウム 等のストリーミ ング配信を実験的に 実施しました。 同時に IRC を利用し 

た チャットシステムでの 討議の実験も 行いました。 これらの試みは、 概ィ a 好評でした。 

(4) 学会システムの 小柴 化 

PC ヵ ンファレンスのために 開発された Web 受付システムを 汎用性のあ る「学会システム」として 強 

化し、 大学生協で手業化することになりました。 各大学で開催される 手套全般をサボートする 事業に 

おいて、 柱 となるサービスとして 期待されています。 

2. 2004 年度活動方針 

会員により良いネットワークサービスを 提供するため、 ネットワーク 委員会と事務局が 十分な連携 

を 取って協力し 合いながら次のような 項目に重点を 置いて活動を 進めていきます。 

(l)Web サイトの整備・ 充実 

事務局から、 お知らせや各種報告を 自動でアップロードできる 仕組みを整備します。 また、 入会登 

録フォーマットを 改善します。 その他、 Web 上で、 会員が自己の 登録内容を変更したり、 会費支払の 

クレジット処理を 行ったりする 仕組みの整備に 努めます。 会員情報は、 PC カンファレンスや 研究会参 

力 n などとリンクさせ、 より機能的なデータベースとなるよう 改善を進めます。 

(2)Web アンケートシステムの 開発 

CIE,C 会員、 特に団体会員であ る大学生協からの 要望が強い Web アンケートシステムの 開発を、 事業 

化も視野に入れてプロジェクト 形式で進めます。 

(3) ネットワーク 関連倫理規定の 整備   

個人情報保護、 セキュリティ 一管理，に関する 倫理規定の整備に 着手します。 また   この問題に関す 

る学習会や研究会の 企画を提案していきます。 
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[ 国際活動 ヮ一 キング ] 

1 . 2003 年度活動報告 

(l) CIEC の学術研究団体としての 特徴を一隅発揮するため、 運営委員会内に「国際交流具体化のため 

のプロジェクト」を 置き、 CIEC と今後、 学術的な交流・ 協同を発展させることが 見通せるような 海 

外研究団体、 および、 こうした研究Ⅲ体を 基盤におく研究者 ( チーム ) との交流のネットワーク つ 

くりを進めることにしました。 プロジェクトの 委員長は、 新潟大学の小林昭姉理事に 選任し、 長野 

大学の和田勉理湖、 早稲田大学高等学院の 橘寺侍先生を 委員としてお 願いしました。 また今後必要 

に応じて委員を 迫 仰 することにしました。 

佗 ) 「プロジェクト」の 最初の事業としては、 2003 年 PC カンファレンスにおいて、 「国際交流企画 海 

外からのゲストスピーカーを 招いての講演」を 企画．成功させることができました。 この特別企画 

では、 AsPEN (Asian Physics Education Network  アジア物理教育ネットワーク ) の事務局長であ る 

Prof. AlexMazzolini 氏を講師として、 「授業効果を 高めて従来型講義を 改善する 演示 実験やコンピ 

ュータ・マルチメディアの 活用法」について 講演を実施しました。 

2. 2004 年度活動計画 

2004 年度の方針としては、 今回のような「国際交流企画」をさらに 多くの研究団体との 交流を追求 

するとともに、 今後の継続的な 取り組みのための 体制強化をはかります。 具体的には以下の 活動を迫 

3% します。 

(1)20 ㎝年 9 月下旬に、 韓国の師範大学、 「 全北 大学」を小中高の 先生を中心に 訪尚し、 「中等教育から 

大学教育までの I T を活用した物理教育」の 経験を視察、 交流する予定です。 

(2) 上記の訪問交流を 2005 年の PCC における国際交流企画に 継続発展させるために、 この交流の中上、 

となった研究者の 中から適切な 方に PCC2005 において招待 調演 をお願いする 企画やテレビ 会議に よ 

るディス かソ ションなどの 可能性を検討する。 

(3) 以上の取り組みを 継続的に行うために、 運営委員会におけるワーッキンバという 体制を強化する。 

具体的には、 委員の追加とともに、 ワーキングを 再度、 本来の国際活動委員会の 形に再編成できる 

かどうか検討する。 

以上 
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2. 研究部会「 2003 年度活動報告と 2004 年活動方針」 

[ 小中高部会 ] 

1 . 2003 年度活動報告 

(1) プロジェクト ぢ ; 業 

1 「情報環境支援プロジェクト」 ( 小中高部会 ) 

代表者 奥山 賢一 ( 竜王町立花王小学校 ) 

出版については、 小学校教育向けの 読本を完成させ「コンピュータなんてへっちゃら」として 

日本文教出版より 出版した。 
学校訪問では、 2003 年 12 円 10 Ⅱに東京学芸大学附慨世 m 谷中学校を訪れ、 附属中学における 

情報教育の取り 組みを取材した。 

四 「 ，ぼ報 教材作成プロジェクト」Ⅱ、 中高部会 ) 

代表者 政派 護 ( 早稲田大学高等学院 ) 

この 1 年間 は 、 出版社の選定などにいろいろ 手間取りあ まり執筆作業が 進まなかったが、 東京 

電機大学出版局に 協力を得て、 高校生爪の読本を 作成に収りかかった。 

(2) 研究会活動 

今年度は次のように 3 回を実施した。 

第 35 回研究会実施 
テーマ : どうする ! [ 情報 ] の評価 
日 時 :2003  年 5  月 17  日Ⅰ :) 
講 自同日 : 「 t 村 一夫氏 ( 茨城県教育センタⅠ元文部科学 省 教科調査官 ) 

加納 寛子氏 ( 愛知産業大学短期大学 ) 

川 角 樽 氏 ( 東京学芸大学附属高校 ) 

第 38 回研究会実施 
テーマ : プロバラミンバ 教育を見直す 

日 時 : 2003 年 10 月 18 日 ( 土 ) 
講 師 : 綾 昭二郎氏 m 田祐仁氏 

第 42 回研究会実施 
テーマ : ネ、 ット で変わるか、 コミュニケーション 

日 時 :2003 年 12 月 13 日 ( 土 ) 

講 師     川村 洋介氏 ( 遠隔教育研究所 ) 
伊藤 昌 弄瓦 ( ソフトバンク・ パ プリッシンバ ) 

2. 2004 年度活動方針 

(1) 研究活動の充実 
小中学校の情報教育、 高等学校情報科、 高大連携の 2006 年問題などに 関するテーマを 中心に部会 

としての研究を 充実させる。 

は ) プロジェクト 事業の推進 
高校生用の帖 報 に関する読本の 作成ならびに 情報教育支援活動を 推進する。 

(3) 国際交流への 取り組み 

近隣諸国との 情報教育に関する @-   則 際 交流を進める。 

以上 0 文責 式状 ) 
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[ 外国語教育研究都会 ] 

1 . 2003 年度活動報告 

本部会の 2003 年皮の主たる 活動は、 プロジェクトの 一つとして「次世代型 e-%amn ㎞ g 規格に基づ 

くマルチモ ー ダル外国語学習教材の 制作」が採択された 関係で、 ネットワーク 委員会の協力を 得、 複 
数の教育研究機側で 共同利用可能な 外国詰 e-Learning コンテンツの 作成を試みることであ った。 

プロジェクト 側連の スケジュールは 当初以下のような 予定であ ったが、 現実竹には複雑な 要因が絡 

み、 大幅な避れが 生じてしまった。 

4 月 CIEC 一 IBB のコンテンツ 利用契約締結 

オ ー サリングツール 検討 (Flash MX, SMIL 肘 itor. 皿 

BLn Ⅱ de 「 7  など ) 

教材制作 WG 立ち上げオフラインミーティンバ ( 場所未定 ) 

連絡用 軋 、 検証用サーバ 立ち上げ ( 場所未定 ) 

- 月 受信設備購入、 設置 (CIEC 事務局または 鹿児島大学 ) 

VOA コンテンツ試験録画 (WEG2 最高画質 ) 、 メディアコピー 頒布 

教材仕様 ( 素材、 問題 数 、 語彙レベル、 出題形式、 画面構成等 ) 決定 

同モジュールひな 形作成 

第 1 次 編莱 、 二次利用向け 素材 DVD-R マスター試作 ( 単体使用 可 ) 

6@  教材試作 ( 数 個のビデオクリップと 2 ユニット程度の 練習問題 ) 

検証用サーバにて 動作検証、 教材評価フィールドテスト (FT) 実施 

- 月 皿 結果分析、 レポート作成 

8 月 2003 PCC にて中間報告、 デモンストレーション 

その結果、 中Ⅲ報告で示したように、 それまでの到達点としては、 まず、 幾つかの VOA プロバラム 

を 鹿児島大学の 設備を使い、 DVD 録画したビデオ・データを、 北九州市立大学のデジタル AV 機器を用 

いて編集・加工した 上で、 代表的な 3 つのファイル 形式 (Real Media, QuickTlme, Ⅶ ndows Media) に 

変換した 0 さらに、 それらのビデオ ，クリップを 同大学設置の 実験サーバ 

(htto://icp.is,env.kit 蕪 yu-u.ac,ipAvoa/VoA  D 「 oiect/index.h 血 l  に置き、 オンデマンド ，スト 

l Ⅰ " 一 " Ⅱ " ング方式で配信 し プロジェクト・メンバ 一の所属する 大学や自宅での 受信状況を検証した。 

VOD コンテン t ⅠⅠⅠの l85] 覧条 t;@@@; を実験によって 横言 IEl 三 したわけであ るが，利用する 端末が接続している ネ @y@, 

トワークの環境、 ファイア・ウォー ル の有無の他、 0S の相違によって 受信状況にかなりの 差があ るこ 

とが判明した 0 

第三に、 プロジェクト・メンバ 一の同僚や知人等の 英語母語話者に 依頼して、 音声部分の書き 起こ 

し 作業 (tr ㎝ scription) を実施した。 この trmscn;ption により、 オンライン配信教材としての 練習 

問題作成が可能となった。 また、 プロジェクト・メンバーが 分担し、 サンプル教材を 作成して、 2004 

年 3 月 20 口の第 43 回研究会 ( 於 : 東京、 大学生協会館 ) で、 試作教材の公 捌と 情報交換を行い、 年 

度末 報告を行 う 。 

一方、 12 ) Ⅰ 6 旧に実施した 第 40 回研究会 ( 於 : 滋 賀県、 立命館大学 BKC) においては、 淡路 佳昌 

氏 ( 中部大学 ) が「 Xoops portal site の構築と運用方法」の 題で、 講演とワークショッ プ をし 外 

国語教育にも 十分利Ⅲ可能な 多言語に対応した ブ リ一のコースウェア Xoo 膵でボ ー タル・サイトを 構 

築し，その運用方法について 実践的に学ぶ 機会を提供した。 この研究会についての 詳細は、 CIEC 

Newsletter 第 33 号 (2004 年 1 月． 12 目 4 頁 ) に報告済みであ るので、 ご 一読 い ただきた い 。 

2. 2004 年度活動方針   
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2004 年度の活動方針は、 2004 年度も引き続きプロジェクトの 一つとして採択されたことを 踏まえ、 

教材開発を進めて 行くと同時に、 実際の授業などで 利用しその成果を 検証する。 本 プロジェクトの 

成果を ClECware 手業として取り 組んでいくことも 考慮するが、 様々な 問越 " を クリアしなければな 

らないので、 事務局からの 援助を得ながら、 慎重に対応する。 また、 研究会も年度後半 (11 月下旬な 

いし 12 月上旬と 3 グ「下旬 ) に 2 つ 企画し、 前者は ESP(English for Specific Purposes) 関連の 

e-learning 実践を叫，心とした 話題で東京以覚で 開催し後者は、 東京開催で本プロジェクト 2 ボ ー 目の 

成果を各プロジェクト   メンバーが発表し、 討議・情報交換する 機会を設けるものとする。 

( 文武 野澤和典 立命館大学 ) 

[ 生協職員部会 ] 
(3) C I EC 生協職員部会 2 0 0 3 年度活動の中間報告と 今後の課題 

1. 活動の報告 (2 0 0 3 年 4 一 1 1 月 ) 

4 月 2 3 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 6 月研究会について、 ちばコープ地域活動参加について 

5 月 1 3 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 6 月 2 8 日研究会について、 ちぱ コープ地域活動参加について 

6 月 3 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 6 月 2 8 日 C I EC 第 3 7 回研究会について、 新 旺 運用開 

始について、 ちばコープ地域活動「子どもと 文化・交流フェスタ 一世代を越えてみんなでつくる 夢の 

まち 一 ( 第 19 回子育て文化協同全国交流集会 ) 」への参加企画の 具体化について 

6 月 2 4 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 6 月 2 8 日 C I EC 第 3 7 回研究会について、 「子ども・・ 夢 

のまち 一 」について、 PC カンファレンス ( 以下 PCC) 大学生協企画について 

6 月 2 8 日 : C I EC 第 3 7 回研究会 ( セシオン杉並 ) テーマ「大学における 帖報 リテラシー教育の 取 

り細 みと実際」 
報告 1  「干菜大 回芸 学部の怖 報 教育への取り 組み」 本 悦 般 ( 千兆大学 ) 

報告 2  「学芸大学の 情報処理教育への 取り細み」 伊藤 一郎 ( 学芸大学 ) 

参加 47 あ r  ( 講師含む ) 

7 月 8 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 第 3 7 回研究会振り 返り、 「子ども・・ 夢のまち 一 」について、 

PCC 大学生協企画について 

7 月 2 2 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 「子ども・・ 夢のまち 一 」について、 PCC 大学生協企画につ 

いて 

5 8 月 日 : 世話人会 ( 鹿児島大学 ) PCC 大学生協企画について 

8 月 7 日 : PCC 大学生協企画 ( 鹿児島大学 ) テーマ「急激な 変化を迎える 大学と大学生協の 役割」 
講演 Ⅰ競争的環境のもとでの 教養教育を考える - 「全学テーマ 別評価・教養教育」がら「 教 

育 版 COE 」 へ -J W 十 一郎 ( 金沢大教授 ) 

報告 1. 「 托 サポートチーム U3 活動紹介」平野 雄一 ( 九州工業大学学生 ) 

報き 2. 「パソコン購入者の 利用スキルアップにつながるサポート」石原 裕 ( 埼玉大学生協職員 ) 

参加 63 名 

9 月 9 日 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) PCC 大学生協企画振り 返り、 「子ども・・ 夢のまち 一 」につ 

いて、 次回研究会 ( 1 2 月頃 ) について 

1 0 月 2 2 口 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 「子ども，・ 夢のまち 一 」について、 次回研究会 (1 22 月 2 

1 日 ) について 

1 1 月 1 0 円 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 「子ども   ・夢のまち 一 」について、 1 2n 2 l 日研究会に 

ついて 

1 1 月 2 9 一 3 0 円 : 「 チ どもと文化・ 交流フェスタ 一世代を越えてみんなで づ くる夢のまち 一 ( 第 19 

回子育て文化協同全国交流集会 ) 」参加Ⅱ、 中高部会とともに 協賛 ) 
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  パソコン体験広場 

  親 と子のインターネット 教室 一 そのたのしさ ，おもしろさと 恐さ・ 温 j 一 % 師 

人橋真也 ( 千葉県立東葛飾高等学校教諭 ) 

1 2 月 9 口 : 世話人会 ( 大学生協会館 ) 子ども・・夢のまち 一 ) 」振り返り、 1 2 用 2 1 ト l 研究会に 

ついて 

1 2 月 2 1 Ⅱ : C I EC 第 4 2 回研究会同 催 予定 ( 幕張 ) 

テーマ「情報教育 / 布 7 「 究と コンピュータの 関わりにおける 大伴生協の歴史と 展望 

-HELP 一 PC カンファレンスー C I EC 円 

2. 仝後の予定 

3 月 9 日 世話人会 

3. 今後の課題 ( 研究テーマ ) 

・「情報教育」環境の 充実のために、 大学やその教員から 求められ、 大学生協ならびに 生協職員が果た 

すべき役割とは 何か。 ( ハードウェアの 提供における 課題、 ソフトウェアの 提供における 課題、 トラフ 

ル サポート・メンテナンスの 提供における 課題、 リテラシー 教育における 課題 ) 

・大学を離れたところ ( 地域 ) での、 コンピュータリテラシー 教育の実践の 蓄 仙と 継続的発展。 

・「 HELP 計画」提唱以降、 C I EC の活動までの 歴史・背景を 踏まえ、 大学生協の果たしてきた 役 

割 を再確認し、 今 [@ の大学、 高等教育における 大学生協の今日的役割を 深める。 

・ 特に生協 職 貝を対象とした PCC への積極的 参 ； n の呼びかけや、 C I EC 加入への呼びかけ。 

4. 研究会の予定 

・最低 6 月， PCC,l2;} と 3 同の研究会を 予定したひ 
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3. 2003 年度プロジェクト 事業報告 

(1) 学生と共に作るマルチメディア 英語学習教材 

1) グループ 名 ( または研究目的 ) 

国箔膀嫡と構 ; 綴 化教育の融合の 実践的研究会 

2) 代表者 ( 所属 ) 

竹内 勝 徳 、 ( 鹿児島大学 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

五黄五等 典良 ( 鹿児島大学 ) 、 板倉隆夫 ( 鹿児島大学 ) 

4) 研究計画概要 

鹿児島大学法文学部人文学科メディアと 現代文化コースの 学生とともに、 リアル形式による 地 

域に根ざしたビデオ・リポートを 作成し、 ネイティブ・スピーカ 一の発音でナレー、 ンコ ンを オ一 

バ ー ダビンバすると 共に、 J ava 言語による自動 採 ， 点鵡習 問題なと，も 組み込み、 総合的なマ 

ルチメディア 英語教材を構築する。 それをネット 上で公開し、 実際に鹿児島大学共通教育英語の 

授業で湖月 し 受講者に単位を 認定する。 さらに、 受講者にアンケート 調査を実施することで、 

教材の長所、 短折、 受イ言大熊、 ネット教材の 教育効果などを 明らかにする。 

5) 成果および成果の 公表 

学生の発想と 取材のフットワークを 中上、 に置き、 地元のテーマを 取り -H4 ナ @ 詰め リポート番組 

を 制作した。 基本的に RealMed ぬ る 用い、 必要の応じて Smi@ 2.0 を手脚 W した。 英文スクリプト 

や和訳、 練 留 例題もっけた。 今年度双期の 鹿児島大学の 授業で実際に 週 n し 、 学習者の反応、 を 調 

べたい。 牧村・そのものは Net 上で近日発表するが、 その制作法やノウハウは 鹿児島大挙法文 : 学部 

人文主学科の 紀要等で発表したい。 時期は今年中になる。 

http:// ㎎ tudio. ㎞ as.k ㌍ 0shi ℡ 一 u.ac.jp ん inglis ㎞ id ㏄Ⅴ㎎ i ㎝切切 u.htm Ⅱで公開。 

6)  決算額 :2 ㏄ 刀 ㏄ 円 

(2) ネ G Ⅱ半学教育・ 学習のためのデータ 及び解行シナリオ 集の作成 

1) グループ 名 ， ( または研究目的 ) 

竜靖 肝ボ 学のための統合 W 曲 サイト構築 PJ チーム 

2) 代表者 

情人 洋 ( 鹿児島大学 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

熊澤 典良 ( 鹿児島大学、 CI EC 理事 ) 、 末永勝征 ( 鹿児島 細 し女子短期大学 ) 

4) 研究活動概要 

統 信博 ト 学の教育、 学習には 実 データの解析は 必要不可欠であ る。 しかしながら、 学習者の目的 

に 合ったデータの 取得は、 手間の面でも 費用の面でも 簡単ではない。 そこで， 本 プロジェクトで 

は、 様々な分野の 統 言   トデータをⅡ 賎 きし、 一般に公開するとともに、 実際の統 き 4 力 糾 斤も実行可能な 

№ b- ヒの データバ 出 @ システムの f 粍 築を行った。 

5)  成果およ㎝ 友 果の公表 

@  Web  P 碑 e:  データ指向統司・ 学習システム 

http:    / ㎎ 161.soci.ous.ac. iJP 柏ウ㏄ バ tat/indexj. れ tmi 
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11  研究論文、 発表 

l  Y.  Mni.  Y.  Ya@Ia@ioto  皿 d  H.  № d ㎝ isa  (2 ㎝ 8):  Data-orient ㎡ kamiW  Syst ㎝ of 

Slatistics  based  onAnalysis  Scenario ん lory  ( №Ⅸ tat),  Mlletln  of  the  Internation 引 

Statislical  Insti ℡ 庁 e.  54th  Session  Proc ㏄㎡㎎ s  Vol ㎝ だ LX  ℡ 0  № oKs,  № ok  2.  74-,77. 
[2]  宿人 (2 ㏄ 3): 統 割竹 占報 データベースの 現状と ;l@H ぬ ．第 1  4  回日本分 頭 学会、 ン ンボジウム 

講演予稿 集 ， 59-70. 

[3] 森 ，宿 人 ． m 本 (2 ㎝ 3)     統計 t 老 育 学習支援、 ンステム。 № ま逢 d, 平成 1 5 年度情報処理研 

究 集会講演論文集・ 4% Ⅱ 56   

[4] 宿人，山本， 森 (2 ㏄ 3)      データ，解析事例データベースの 構築，第 17 回日本 司 僚機 統 
言俘会 大会論文集， 8 ㌔ 86   

[5] 山本． 森 ，宿人 (2 ㎝ 眈 データ ( シナリオ / スト一 リ ) に基づく統計学習システムの 構 

築 ． 2003 年 皮 統計Ⅲ 連 学会連合大会講演報告集． 170-lB   

[6] 山本． 森 ．宿 人 (2003): 統計宇賀のためのオンラインシステムの 作成， 2 ㏄ 3 ㏄ 

Co ㎡ er ㎝ bce 論文集， 51-52   

[7] 本田， 森 ，山本，宿人 (2 ㏄ 3): Web べース統計 卸 9@" ンステムの開発，第 17 回日本 討 賃 
機 旛十 学会シンポ・ジウム 青 侍文集， 11-114.  。 

6) 決算額 :3 ㎝ 拍 ㏄ 円 

(3) 留学生のための 科学技術日本語教育 e 一㎏ 肛 ning 化に伴うコンテンツ 制作用テンプレ 

一トの 開発研究、 及び同㎏ an, ㎡ ngobj ㏄ ts 発信システムの 検証と開発 所 ， 究 

1) グルーフ 洛 ( または 研矧 ; 拍 9) 

金沢工業大学Ⅲ T-IJ 訂 

2) 代表者 

m 不 敏幸 ( 金沢工業大学情報処理センター 研究員 ) 

3) 代表者以外の 研究者 
利挫干 寛子 ( 金沢工業大学修学基礎教育課程覚国語コア 助教授 ) 
深澤 のぞみ ( 富 m 大学留学 宅二 センタ一助教授 ) 

4) 研究計画概要 

    問題点本来の 巳 ヒ amni ㎎コンテンツの 発信、 ンステムは、 学習者のレベル や ニーズを assess し 

て、 ダイナミックにその 学習者向けにカスタマイズされた 学習コンテンツを 提供し終了時には 

習得レベルのチェックも 行 う というものであ るが、 現実にはまだそのような Leamml ㎎ 

， № 皿 細田 t Syst ㎝ ( ひ ⑧が存在するわけではない。 ましてや留学生のための 科学技術基礎日本 

語に関する 缶 ㎏ 打 ㎡㎎コンテンツはまだ 存在しない。 しかしこの ょう な 臼口打 ㎡㎎コンテンツ 

を具現化できれば、 現在、 申請者 5 力 河 刷物を用いてオンサイト 形式で難している 留学生のた 

めの科学技術基礎日本言辞文荷 を 、 オンライン形式にして 漿祭に キャンパスに 来られない国内外の 

学生にも提供すること ヵ ㍉ 口 ・古色となる。 
2. 研究の目的科学技術 J 。 を 佛 @-l 本語に含まれる 語彙、 表現、 演習課題など、 学習者のニーズや 日 

本語習得レベルに 合わせて、 必要な項目を 選んで教材コンテンツを 構成し発信できるような 

缶 ㎏ arni ㎎システムのメカニズムを 検 ; ナ することが本研究の 目的であ る。 

本研究の範囲内で 全コンテンツ 内容を作り上げることは 不可能なので、 本研究では ATCC や 
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㏄ 0 脚に準拠して 作られた 科与 ㍉文荷日本語教育用の㎏ arnineobjects を 、 ひ ち早く作成するため 

のテンプレートを 開発することと、 出来上がった 圧打 rni ㎎ Objects をいかにして 本来の 

e-% 肝 ㎡㎎システムから 発信できるようなシステムを 冊架 することができるかをソフトウェア 

エンジニアリンバ 的に考察することに 取り組む。 

    研究 計呵 : ㎏ amingobJects をデータベースに 蓄えておいて、 柵七 で操るには㎏ am@objec( 

にどういうメタデータを 含ませるかが 要となる。 IM №や㏄ 0 脚のメタデータ 使 Ⅲ基準に合った 

㎏ amni ㎎㏄Ⅰ㏄ ts をショーケース 的に 1 トピック力作成しそれをもとにして㎏・ ami ㎎㏄ ject 

のテンプレート 群を作成する。 データベースを 備えた 臼 ㎏ amni ㎎システムを 構築し JSP や JAVA 

鯨 rVlet を使い科学技術日本語教育用のコンテンツの 発信メカニズムを 検討、 研究する。 

5)  成果および成果の 公表 

皿 L  http://tosh.nycIix.coo ㎡で公開 

6)  決算額 :300 ． 0 ㏄ 円 

(4) 次世代型 e-Learning 規格に基づくマルチモ ー ダル外国語学習教材の 制作 

1) グループ 名 ， ( または研究日日 9) 
タト @ ヨ 語 教育研究部会 

2) 代表者 

野澤和典 ( 立命館大学 ) 

3) 代表者以外の 研究者 
上村隆一 ( Ⅱ ぴ L ィ ・ l ィ 市立大学 ) 、 松田憲 ( 立命館大学 ) 、 吉 m 晴世 ( 摂 市大 :;:;) 

4) 研究計画概要 

米国政府系機関 Inter 匝 tionalBroadcasti ㎎ B ℡㏄ u(IBB) を通じて提供される Voiceof ㎞ だ ni ㏄ 

のビデオ素材は 教育目的の利用に 限り、 著 十村毎に抵触することなく 二次利用することが㌻ 可能であ 

る。 

これらの良質な mR 聴覚学習素材をコンピュータ 支援による言語学 猷 CALL) において有効に 活用， 

するには、 デジタルビデオの 編集加工と配信技術、 分散型の肯 巨か 学習を実現するための 体系的な 

コースウエア 構築が 渚 守下火であ る。 奇しくも教育工学分野において、 巴 ㎏ amin 暉 規格の標準化が 

提蝿 され、 コンテンツと 学習履歴管理システムそれぞれの 次世代規格が 形成されようとしている。 

本部会では、 そうした趨勢を 視野に入れながら、 ネットワーク 委員会の協力の 下で、 複数の教育 

研究機 実 で共同利用可能な 外国語 ( 英語 ) 缶 ㎏ ami ㎎コンテンツの 作成を試みる。 

5) 成果および成果の 公表 

まず、 幾つかの W 血 プロバラムを 鹿児島大学の 設備を使い、 DVD 録画したビデオ・データを、 北 

九が・ @ 立大学のデジタル W 機器を用いて 編集，； 旦工 した上で、 代表的な 3 つのファイル )% 式 (Re 引 

Ⅱ edia. 師 ickT@ ．Ⅵ n № ws M 目 ia)@-J 変換した。 さらに、 それらのビデオ・クリップを 同大宇 設 

過の実験サーバ (ht(p: ガ icp.is.env.kit 六四 -u.ac.JP/, 、 vo ⅤⅤ㎝ ユ roject/index.html) に置き、 

オンデマンド・ストリーミンバ 方式で配信 し 、 プロジュークト・メンバ 一の所慨する 大半や自宅で 

の 受信状況を ヰ 錦正した。 WD コンテンツの 閲覧条件を実験によって 検証したわけであ るが、 利 m 

ずる端末力戦 統 しているネットワークの 環境、 ファイア・ウォー ル の有無の他、 ㏄の相違によっ 

て 受信メガ兄にかなりの 差があ ることが川明した。 第三に、 プロジェクト・メンバ 一の同僚や知 
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八等の英語 牡 青縞占者の ガ を借り、 音声部分のスクリプト 化をした。 このスクリプト サヒ に よ @) 、 オ 

ンライン配信教材としての 練習問題の作成がす 可能となった。 丁 

2t 凧 年 3 円 20 円 ( 土 ) に「共同利用を 前提とした英語 巳氏 a ㎡ ng ビデカ・ 孝財ガの辞 mlJ 作 」の テ一 

マ のもと、 第 43 回研究会 ( 地大学生協連合会館 ) が開催され、 プロジェクト・メンバーが 分担 

しサンプル教材作成をして、 試作 孝 な材の公開と 情報交換を行い、 年度 未 報告をした。 この第 43 

回研究会についてのより 詳細な報告は．各プロジェクト・メンバ 一によりこげ 務 局へ提出済みであ 

る 。 幸いにも 2 皿 4 年度の CIE ㎞ are 事業の一つとして 認定され、 引き続き木プロジェクトを 推し 

進めることができ、 各 メンバ一大変嬉しく 感じている。 立命館大学での 衛星受信システム 設備の 

更新もあ り、 新たな番組の 録画をして、 さらに教材開発を 進めていくことになる。 

6) 決算額 :3 ㏄ 山 ㏄ 円 

(5) 情報環境支援プロージェク ト 

1) グループ 名 ( または研究目的 ) 

小中高部会 

2) 代表者 
奥山 ㌍ --- ( 竜二 % 丁立旺 不当 % 技ミ ) 

3) 代表者以外の 研究者 

綾皓 二郎 ( 石巻専修大学 ) 、 生市 茂 ( 東京都立大学 ) 、 大橋真・ 也 ( 千葉県立東葛飾高校 ) 、 

Ⅱ ぜチ進 ( 東京大学 ) 、 小西浩之 ( 滋 賀県立日野高校 ) 、 下 FFl 光一 ( 都立武蔵 高校 ) 、 
正ゆて謹 ( 早稲Ⅲ大学高等学院 ) 、 楠 孝博 ( 早 ・稲田大学 再 苦学院 ) 、 仲 Ⅲ 秀 ( 明治大学 ) 、 

山田利 刊こ ( 京都工芸繊維大学 ) 

4) 研究計図概要 

「 い つ、 どの数科や総合的な 学習で、 どのように、 使うのか。 」のモデル や、 著ィ乍 権 や肖像権 の 

・法令内容の 解釈文、 さらにトラブル 対処法や設定変更のマニュアルなと ，を公朋する 活動を行って 

いる。 これらは、 平成 1 5 年度中頃 を目安に出版物『 ( 仮題 )  「 明 向から学校のコンピュータが 

使える先生になろ う ! 」～不安な校内 L 棚 接続もこれなら 大丈夫～」として 公開する予定で 現在 

計画が進行中であ る。 これらの活動を 通して、 ClEC の活動をより 多くの教職員に 広げていきたい。 

また、 各学校現場の 情報教育の実態をさらに 詳しく把握するために、 学十 弗 坊間を実施する。 

4 Ⅰ   執筆捕捉会議 (1 次原稿提出 ) 

- む 月 執筆 窩 集会議 ( 読み合わせ作業 ) 

6 月 執筆編集会議 (2 次原ポ 宙 尾田 ) 学校訪問募集 ( 都内会員 校 ) 

7 月 
柑 集会議 ( 校正作業 ) 

9@ 編集会議 ( 最終校正作業 ) 

mo  月 出版、 ，学校訪問 

11 月 
学校訪問 

Ⅰ 月 
判如 @i"@ 

2  Ⅰ 弓 字符 輻方問 

5) 成果および t 友男ミ の公表 

出版物 : 「コンピュータなんてへっちゃら 一一授業で使えるポイント と トラブル 肘 C 一 」 / 出 

版社 : 日本文教出版 ノ 発行日 :220 ㎝年 2 月 20 日 ソ 監修 : 佐伯 絆 
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小中高部会では、 授業でコンピュータを 使 う のは大変だと ，ぼっている 多くのコンピュータ 初級 

者であ るⅡ寺井交の 教員に付して ， にんなところに 目をつければ．コンピュータを 使った授業が 

簡   中   に行える」ことや． ほ 火室での情報機器活用が ，授業をこんなに 変える -l ことを． ラ謹薫 事例 

を 通して紹介し 初級者であ る教員でもコンピュータを 活用した授業が 一歩 努フ J することで行え 

ることを知ってもらい．これまでより 実際の授業でコンピュータ 利用が進むように 出版物を制作 

していつたり 

出版物は． 「コンピュータなんてへっちゃら 一 授業で使え 6 ポイント と トラブル対応 円 とい 

う題名で，イラストや 写真を多く取り 入れることで．内容把握がしやすいように 配蔵 した。 この 

本の中では「コンピュータやネットワークのトラブル 対 G 」についても． 「自行ができることは 

この範囲」だということを 自覚してもらえる 内容も紹介している。 

この本の制作にあ たっては，小中高部会の 世話人を中核に 会員が執筆者を 分担し実際に 授業 

実践をそ 干 った内容を初級者の 教員にモニタリンバして．実践内容が 初級者向けになっているか 検 

討を繰り返していき ，できる限りへ 平易な内容となるように 努力した 0 プロジェクトとして 2 ㏄ 2 

年度から 2 年間の活動を 行ったが， 2 ㏄ 2 年度の 10 月に企図修正し 2 ㏄ 3 年の 2 月に第 1 回目の 

執筆者会敵を 開いてから．数度の 会議で内容検討を 操り返した上で ァ 執筆を重ね， 9 月には脱稿 し   

日本文教出版社から 2 月 20 日に出版した。 

この出版により ，これまでの 小中高部会の 情報教育ま環境支援活動の 一端を，成果物としてまと 

めることができたと 考えている。 

6) 決算額 :4 ㏄ 田 ㏄ 円 

(6) , 晴報 教材・ 竹り友 プロジェクト 

1) グループ 名 ， ( または研究目的 ) 

小中高部会 

2) 代表者 
式状 護 ( 早稲田大学高等学院 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

綾 晴二郎 ( 石巻専修大学 ) 、 生 m 茂 ( 東京都立大学 ) 、 大橋真也 ( 千葉県立 菓 葛飾高校 ) 、 

奥山賢一 ( 竜王町立竜王小学校 ) 、 円理 す進 ( 東京大学 ) 、 小西浩之 ( 滋 賀県立日野高校 ) 、 

Tf 光一 ( 都立武蔵 高ヰ匂 、 橘孝博 ( 早稲田大学高等学院 ) 、 仲田秀 ( 明治大学 ), 

m 田祐仁 ( 京都工芸繊維大学 ) 

4) 研究計画概要 

0 研究目的 

高等学校「情報 A 」を対象にした 一孝 嫡斗哺報 」実習へのフライト 一に続き、 「情報 B 」、 「情 

報 C 」に焦点を当てた 読本を出版する。 

今回のプロジェクトでは、 高等学校の情報科担当教員だけでなく、 大学における 教員養成育 粘呈 

の 教員および学生をも 対象とし、 高等学コ校学習指導要領における 問詰 軋 点や大学における 情報 釦 06 

年 Ⅲ 題 等の解決を視野に 入れた内容を 企画し、 今後の情 き樹焚 育の新しい方向を 捉案ずる 

なお、 次のような日次条 を 引山中であ る。 

  日 ソく案 

「ネットワークとコミュニケー - ンコ ン」、 「メデイア・リテラシⅡ 、 
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「問題何 % 知 、 「コンビュータサイエンス」 、 Ⅱ 青報イヒ Ⅰ ヒ 会の光 と招等 

0 活動内容 

・ 孝財オ M 城にあ たっての研究打ち 合わせの実施 

・作成された 教材をもとにした 実践授業の実施 

・読本作成にあ たっての編集会議の 実施 

5) 成果および成果の 公表 

仝回、 高，鞍掛 交 「情報Ⅱを村家にした「教科 " 情報 " 実習へのフライト」に 続き、 情報 B 、 

情報 C に 焦 屯を当てた教材を 出版物として 当該年度内に 成果として公表する 予定であ ったが、 依 

頼する出版社決定に 手間取り計画が 予定通りには 進行しなかった。 しかし現在は、 東京電機大学 

出版局から出版の 方向で計両を 変更し次のような 執筆内容・目次案を 企画「 ド であ る。 小中高部 

会の活動を適して 痛感していることの 一つとして、 高校情報科 力朽笠 んでいく中で 高校生．が各教科 

でも 泌 ・要になってくるものとして、 生徒たちに身につけてほしい 基礎的・基本的な「 力 」、 あ わ 

せて上記に関連して 高校教員に教えてほしい 内容の検討があ る。 そこで、 「 高 ・ ヰ 変生のための 知の 

ヰ 如去」のようなコンセプトをもった 内容のものを 出版することした。 具体的な内容としては 次の 

2 点であ る。 ・情報の収集発信の 技法、 調査・分析の 技法に関する 内容、 ・情報の化民望とそれを 

支える 4% 符 に関する内容。 当初の計画から 大きく変更したが、 この 期 向は研究会の 開催と連携し 

て 執筆に関する 会議を通して、 活発な情報交換と 意見交換ができた。 

出版については 来年春 (2005 年春 ) を目指して取り 組んで行く予定であ る。 そして、 この 期 

岡 の議論も含めて、 情報教育に関連する 問題点の指摘などは PC ヵ ンファレンス 等で研究発表す 
る 予定であ る。 

6)  決算額 :211.519 円 

(7) ㎝比を用いた№ l(i-Media 教材の作成と 授業への j 即日に関する 実践曲 り 研究 
1) 代表者 

森夏節 ( 酪農学園大字、 ) 

2) 代表者以外の 研究者 
曽我 聴起 ( 北海道文教大学 ) 

藤澤法義、 梅村 重典 ( 札幌国際大学 ) 

3) 研究計画概要 

㏄ leami ㎎システムは W 曲技術の採用などに 20 日々開発力㍉ 里 んで い るが、 授業展開を熟 蜘 した 

教員自身の手でシステム 開発を行お う とすれば、 未だ機器整備費用が 高価であ り、 開発環境も簡 

便 なものであ るとは言えず、 日常業務の中で 浅知 材 開発の時間を 別途捻出することも 困難であ る。 

本 プロジェクトでは、 オープンで安価なシステムや 機器、 及び℡比に準拠した㎝ IL 言語を組合 

せ、 教員が一人で 簡単に定常的な 授業実施過程を№ lti- № dia 素材化して， 柚 % 鈍 りに教材化する 

オ ー サリンクワ環境の 構築を目的とする。 さらに、 この過程を話もが @ 易 に行なえるよう 汎用，性を 

高めるために、 鮒 IL ジェネレータを 作成するとともに、 システム構築から 操作・編集に 至るまで 

のマニュアルもあ わせて作成する。 

具 Ⅱ前句には、 授業中のコンピュータ 画面や説明、 板書、 円 己布 ・資料など、 授業コンテンツをデジタ 

ルフアイル イヒし 、 ㎝ lL ジュネレータを 用いて、 科目の特性に 化サ心したコンテンツを㎝ IL ファイルと 

しで出力するり 学習者は膝 b ぺ ー ジからこれら 教材を参照することによって、 理解不足の箇所や 授 
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業の復習などを 各自のぺ ー スで行 う ことが可能になる。 

また、 本 プロジェクトで 得られる成果 は 情報教育のみならず、 さまざまな学習場面に 応用ずる事 

力 河 ・能であ り、 学習へのコンピュータ 活用の一助となるであ ろう。 

のトヲ ￥ 詳 @.Dllli 
4J1         開発環境の設定 

4M-7;      素材の収集と 暫定教材の作成、 試験公開と逆用 

8 同       ・ 暫 定数打の 評 m 、 修正 

9 月         様々な ま 射場での活用場面の 可能性の検討 ( 含む f 見地調査 ) 

W0 月・・・・中間発表 ( ㏄カンファレンス 北海道を予 患 

1 月 -11 月・・正式 孝財オと マニュアル化の 検討 

12 よ月 ・・・研究成果の 検討 

37 号         研究成果のまとめ 

5) 成果および成果の 公表 

  は @IL に 28 教育支援・ンステムの 開発報告」㏄カンファレンス 北海道 2 ㏄ 3 ( ゴヒ 海道教育大学函   
・「マルチメディア 教材開発用 田 IL ジェネレータの 開発」平成 15 年度情報処理教育研究集会 ( 北 

海道大学 ) 同論文集 叫旛 r419 

  本研究のソースコードとその 解説、 マニュアル等は、 CIE 伽酊 e として配布可能な 形で 5 月末口 

をめどに公開予定であ る。 

6) 決算額 .m ㏄ 田 ㏄ 円 

(8b 大規模中国言辞語法 コ一 パスを利用した Web 中国語動詞句辞典の 開発 

1) グループ 名 ( または研究目白 9) 

・引田田大学 Cross-Cultural Dist 皿 ce ㎏ am@ 中国語部会 

2) 代表者 

砂岡和子 ( 早稲田大学 @ 鰍肇っ斉 学部 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

弁明 ( 早稲田大学理工学部助手 り 

4) 研究 言栖 概要 

中国語動詞句分析と 生成は現代中国語自然言語処理の 核心であ り、 重点学習項目であ るが、 コ一 

バスを利用した 教育ツールはない。 本 プロジェクトは 北京大学 討塊語言研 方所の現代中国語語法 コ 

一 バス ヵ糾賎乗 する 50 万語余の動詞、 形容詞のタバによって 動詞句の属性記述を 標記し三次元動 

画・口訳・諸索引機能を 備えた 悔 b 中国語動詞句辞典を 編纂する。 工程は 

1),1 ヒ東 大学 コ一 バスの Ilnicode コード変換 2) 頻度分析による 教育用 常 Ⅲ助詞句の抽出 m) 語法属 

性記述の標記 4) 三次元動画の 作成 5) 日課配信 6) 漢字・かな・ 往古・逆引き 諸索引機能付加 

7) ㏄Ⅱ㎝ @ と Web 上での公開となる。 完成作品は世界初の コ一 パス利用中国 " 山千 お れ u, となり、 膝 b 上 

で 膨大な動詞句 ; 卸封宵報を サポートすることで 研究と学習および 機械翻訳の粘度Ⅲ上に 大きく貢 

献できる。 

h) 成果および成果の 公表 
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本 プロジェクトの 成果として．開発した 学習辞典は以下の Web でを壊し CDR ㎝ 版辞 古も作成 

する。 ㎝Ⅱ メ姑石モ成 と平行して、 2003 年開催の国内外関連学会に 参加し論文リストに 挙げた複 

数の論文を発表した。 追口 、 これらの成果を 踏まえ、 鵬 b 辞 " 古の機古色拡充と ]!;: 下 " 媒体による下中 

国訴 辮 @ 言 ;; ￥ : 習お 靱蛆 (2 ㏄ 4  年東方書店近刊 )  を発行準備中であ る。 

円 「 Hl 言辞 ヰ il@ 言辞学習 さ ㍻ 目 

℡ L  hl 坤 ',//WwK Ⅴ． ksi ℡ oka.cache. 胞 s 田 a.ac,JP/verb  (20 Ⅲ年 4  月 20  口公明開始予定 ) 

論文リスト 

i.  Ⅵ㎎ Yin,  Kazuko  師咀扶 a,  № inos 瓜 e  Nanita.  臆 Velo 凹 u 血 l  of  Chinese  verb  co ㎎ 掩 ㏄ nt 
dict@o 旭 rybas 鮒 onChineseCo 中 usfoI-J 叩皿 ㏄ e  l ㏄ 血 ers. Tr 劫艶 cti ㎝ sofJ 即皿 eseSocietV 

forInform@alion 帥 dSyst ㎝ s  inEducation@ 教育システム 情報学会英文 誌 ). VOl1.2,No.1(2 ㏄ め 

Ⅱ・ヂ明．砂岡和子，成田誠之助，多国語Ⅵ n 億 応作業系統 下 Co 中 us-bas ㎡中国語教育課 件的 開 

発． Pn ㏄・ of ICIC Ⅸ 003, ppl74-183, (2 ㏄ 3) 

帝 ． 尹胡 ． 砂岡和子． 成田誠之助． 北京大学 コ一 バス利用の CAI 教材プロジェクト   

㎎ -Conference2 ㏄ 3 論文集． p 囲 9 ㌔ 398. ( 柵 3) 
iv. 砂岡和子．弁明， コ一 バス 利 WH による中国語教育 - 中国語 コ一 バス利用とデータ 変換．教養講 

学 % 肝先， No.140. pp. 勿 9-271, 早稲田大学政治経済学部， (2 ㏄ 田 

6) 決算額 :300 ． 0 ㏄ 円 

以上 

一 38  一 



勿健 年度 cy どむ 定笏雙尭錨決婁 

4. 2004  年度 CIEC  プロジェクト 事業計画 

20 ㎝年度 Cm ㏄プロジエクト 事業およびインテル 協賛プロジェクト 事業は．リドのような 手っ続きにより 決 

定した。 

1. スケジュール 

Ⅰ 同 5 口 ( 月 Ⅰ 2 ㏄ 4 年度 CIEC プロ・ジェクト 事業募集開始 
2  月 16  日 ( 月 )   締め切り 

2 月羽目 ( 土 )  プロジェクト 事業申請審査会実施 

3 月 3 日 C 水 ) 審査委員会での 検討事項をも ヒ に．申請者との 協議 

3 同 21 日 ( 日 )  運営委員会にて ，審査結果の 承認、 
3 月 22 日 ( 月 )  C ℡運営委員会．理事会の 議決を経て．申請 渚に 回答 

2, 審査結果 
[ インテル協賛 分 ] 
(1) 11 件の申請について   運営委員会選出の 審査委員 5 名と㈱インテル 選出の委員 1 名により，審査を 実 

施した。 
(2) プロジェクト 採択基準 (1. 特色のあ る取り組みであ ること 2, 組織的な取り 組みであ ること 3, 実 
績のあ る取り細みであ ること 4. 多数の Cm ㏄会員に指示される 取り組みであ ること 5, 公開性の 
あ る取り組みであ ること 6    効率的な取り 組みであ ること ) に従い，審査委員から 付けられた総合点 
をもとに審査力斗 干 われた。 

(3) 同一分野からの 中 諦 だけでなく．幅広い 分野からの採択を 心がけ，結果として 11 M, 中 以下の 5 件を 
採択することとした。 なお．採択された 案件について ， 泌 ，要に応じて ，審査委員会からの 要望事項を付 
託することとしたり 

(4) インテルの募集 宇 業の内容がわかりにくいとの 意見が出された 点について 識諭 され，次年度以降．協 

賛する企業との 手前打合せを 強化していくこと ヵ沌認 された 0 

[CI ㏄ 卸 
(1) 14 件の申請について．運営委員会選出の 5 名の審査委員にて ，審査を実施した。 

(2) インテル 協 ・ % 分同様，審査基準に 従 い ，審査委員から 付けられた総合点をもとに 審査力斗〒われた。 
(3) 審査委員会での 検討事項をもとに ， 1H 件について申請者と 協議することとした。 3 件については 第一 

次審査で不採択とした。 
(4) 4 件のプロジェクト 申請者から辞退の 申し出がされ ，了承した。 
(5) 残る 7 件について，申請者から 4(h 万円に減額応諾力斗早られたため．採択することを 決定した。 
(6) アンケート項目の Cl ㏄ 卍荻 e および部会・メーリングリストについては ，申請者自身の 理㍼足の回 
答 が目立った。 次年度については．審査会最終選考に 申請者を呼んで   Cm ㏄の発展にどのように 貢献し 
ていただくかを 質問するなどの 検討をしていくこととした。 

3. 2 ㎝ 4 年度プロジェクト 事業一覧 
次 ぺージ以降に 掲 戴 

以上 

20 ㎝ 年 -3 月 21 日 

CIEC 運営委員会 
20 ㎝年度プロジェクト 事業申請審査委員会 

矢部 / 板倉八 % げ 立田 / 若林 /, ぼ原 氏 ( インテル ) 
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[ 。 """ 協賛 分 ] 

㈲統計科学教育におけるデータ 収集，解析・ 公開サイトの 作成 

1) グループな ， ( または研究目的 ) 

ュビキ タス環境における 統計教育支援 巧 グループ 

2) 代表者 ( 所儀 ) 

宿人 洋 ( 鹿児島大学理学部 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

操縦一 (l 岡山理科大学総合宿報学部 )    山本義郎 ( 多摩大学経営情報学 ぎ l;)   

熊澤典座 ( 鹿児島大学工学部． CIRC 理襄 

4) 研年 十図概要 

統き肝平羊 教育に利用する ュビキ タスデータ解析環境を 提供するサイト 構築を行 う 。 これは．無線 

レ N 環境を利用することにより ，学内，構内，あ るい @ 光野中のあ らゆる場所で．そこで 集めたデータを 

その場でアップロードしたり ( データ収集 ), そのデータをリアルタイムで 解析したり ( データ 角 ￥ 析 ) できる 

サイトを構築するものであ る。 教育者にとっては．リアルタイム な データ解析を 前提とした統計教育や 実 

データセットのデータベース 作成が可能となること ，学習者にとっては ，目の前のデータ ( とその解析 

結果 ) に基づいた機動的な 問題解決・行動力が 身につくことが 期待される。 

本研究は・すでに 我々が構築し 教育用のデータおよびデータ 解析理解のためのコースを 提供して   
すでに調義などで 活用している 統合サイト 「データ指向統計解析環境 DoSS ④ d 」 

(hltp ゾ /mlo161.S ぬ ， ous.ac. わ泡 d/) @ こ ，学習の現場や 自習時に学生がデータを 人力し即時にその 集 

計や角 鞄テを 実施てきる機能を 付加するものであ る   

本研究は．インテル Centnno モバイル・テクノロ、 拷費 鼓の ノート PC を用いるため ，無線Ⅰ ぶ N を活用し   

低消費電力による 長山寺間バッテリ 持回助 で安心して外出先での 作業を実地できことを 訂卸毒 としている。 こ 

のシステムにより ，学内等の無線 し 戸田 環捷弗が 充実していれば ，通常の識茂においてこのシステムを 活 

用できることを 示し学内での 無線 @N 苦 及を促すことができると 考える。 さらに．学覚でのインターネ、 

ット 接続は無窮 も し 刊 だけでなく。 P Ⅱ S のカード ( ト m ぬ ue など ) を利用しいつで 皓 どこでもインターネッ 

ト 環境を利用できる 利便性について． Ceni 血 。 搭載のノート 忙に b-mobile チップなどが 搭載された 場 

合の実用案も 念頭におき，検討を 行 う 予定であ 乙 

5) 成果の公表予定 

Ⅸ ニ カンファレンスで 発表するとともに．上記のサイトにも ， 樹 """" 。 " 。 '" 。 ㍾ """", 。 " 

閲 していく oCIEC 等の島 ぎ車 サイトからもリンクをはる 予定であ る。 

6) 岩瀬 : 膿， Ⅶ 円 

(2)  ピアサポート 活動を支援する Centnino 端末の活用 

1) グループ 名 ( または研究目的 ) 

信州大学で継続中の 学生による学生のための ピ アサポート活動を㏄ ntrino 端末の特徴を 利用 

して深めること 

2) 代表者 W@gf 属 ) 

山木洋雄 ( 信州大だ消火 育 研究システム 開発センタ一 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

酉回 順子 ( 所属同上 ), 綱島広顕 ( 信州大学附属図書館 ) 

4) 研究引両概要 

㏄ ntrino 端末を円いた ピ アサポート活動のさらに 強力に推進することを 以下のように 図るもの 
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であ るっ 

信州大学では 教養教育育親里 に 在学する学生たちのコンピュータ 利用を支援する ピ アサボート 7% 

動を続けて 3 年日を迎える。 ここでは支援例学生は mS による換ボ @ 鞍結城岩木を 活Ⅲして支援活動 

な 行なっているが ，通信速度が 迎いことなど ，文字情報クラスの 情報活用しかできていない。 そ 

れが． Centnino 端末を使えば ，高速な無 細 接続のもと．支援される 側の バ ソコンをコントロール 

するソフトウェアを 用いての支援活動すら 可能になり，℡ 鮎 接続に劣らぬ 拐掛挫ヒも ，適切な無線 

LAN 局の学内設置により 可能となると 考え検引 面升 究を進めようとするものであ る。 

5) 成果の公表予定 

Cm ㏄の研究会を 含めた発表の 機会のもとで ，標記サポート 活動のノウハウ ドウ を報告するとと 

もに報告皆を Cl ㏄ 胞 re に提供する。 

6) 支給額 :497,0 ㏄ 円 

(3) SMI L を用いた Mu l t i 一 Me d i a 教材配信システムの One CD 一 ROM 化に関する実践 

B り 研究 

1) グループ 紐 または研究目的 ) 

プロジェクト 名に同じ 

2) 代表者㊦ 偶 ) 

森夏節 ( 酪農学園大学 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

曽我㍾ 超 ( 北海道文教大学 ). 藤澤法義、 梅村 匡史 ( 札幌国際大学 ) 

高橋伸幸 ( 北海道教育大学 函 な宮木 交 ). 小森良隆 ( 株式会社あ しる工房 ) 

4) 研究計画概要 

CIEC プロジェクト 2003 年度で、 授業中のコンピュータ 画面や説明を 授業 @l, に デジタルコンテン 

ツ化し、 学習者が直ちに 参照することができる、 ンステムを構築した。 SMlL ジェネレーターを 利用 

し 安価で簡便に 誰でも 力普千 えるようにマニュアル 化や Web による % 強ま別共などを 行い、 成果を 

みた。 しかしそれを 実現するハードウェアやオペレーティンバシステム 仮 n Ⅸ ) 、 サーバーシ 

ステム ひ膵 d 牡 ) などの環境構築には 専門的知識を 有することがわかった 0 

そこで、 2 ㏄ 4 年度プロジェクトでは 今回の研究成果をより 広く利用してもらうために、 専門性 

を有する部分の 簡便化が求められる。 また、 授業にあ たっての準備を 簡素化するために、 可搬 性 

の優れたシステム + 勒兜力秘 要であ る。 

現在、 ハードディスクを 用いずに、 C Ⅰ㎜一枚に収納されたシステムからⅡ n Ⅸを起動する 方 

法が考案されている。 この方式を応用し、 専門的知識力。 化 められる環境構築を㏄ -R ㎝一枚で実現 

することで、 20 多くの教育現場において 本 プロジェクトの 成果を利 m できることになる。 また、 

比較的 甘 了いコンピュータでも 十分利用できる 可能性もあ り、 一層簡便性の 商いシステム 提供を目 

- 指すことができると 考える。 

また、 こうしたサーバーとセット て 汚し用することになるクライアント PC に・無線ネットワークⅠ 吏 

円 できるノートハノコンを 活 m することは、 教育現場での 柔軟なシステム 構築を ";l" 有色とし、 胱尭 

@ 果を㍑めることになる 0 

5) 成果の ヶ鰍む ' 定 

オペレーティンバシステム、 サーバーシステムなどま 畏境 構築のためのシステムを 0 打 e CD 化 

し C I EC 会員に 酉 刊行する 0 

PC カンファレンスⅡⅡⅠ 靖直 2004 、 および PC カンファレンス 2 ㏄ 4 にて成果を発表するり 
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6)  支給額 :5 ㏄ 田 ㏄ 円 

(4) 大学におけるセントリーノパソコン 購入者の利用スキルアップにつながる 大学生協のサボートの め @) 

方について 

1) グルーフ 渚 ( または・研究日日 9) 

大学生協の特性と、 セントリーノパソコンの 特徴を生かした 学内でのパソコンサポートの め l っ 

方について研究する。 

2) 代表者 ( 所属 ) 

石原 裕 ( 埼玉大学生活協同組合 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

巾木哲也 ( 埼玉大学教養学部 ) 、 野村泰郎 け 奇正大学教育学部 ) 

4) 研究計画概要 

埼玉大学生協では、 毎年新学期に 新入生を中心にパソコンの 提案を行っており、 "" 。 膿 " 
は、 セントリーノ 搭 " 稽 パソコンを提案する。 

セントリーノ バ ソコンの「バッテリ 駆動の長さ」「無線 LAN 内 - 茂』などの特徴を 生かした学内での 

活用方法について、 常設相談窓口を 設け、 トラブル 診糊ァ 、 活用方法のアドバイスなどを 行い、 学 

内にあ る生協の利点を 生かした、 購入者の利用スキルアップにつながるサポートの 方向性 (. こつい 

て 研究する。 

参考石原、 野村、 内 水 「パソコン購入者の 利用スキルアップに っ ながるサポート」 2 ㏄ 3 ㏄ C 

予稿 集 

5) 成果の公表予定 

20 ㎝ 午 PC カンファレンスにて 引 ， 同 報告。 

2005 年℡カンファレンス、 もしくは CIEC 会 誌上で公表 

6) 支給 紬 5 ㏄ 山 ㎝ 円 

(5) 無線 し騨 利用促進のための 学生の行動パターン・ 意 ; 識 調査と普及事業計画研究 

1) グループ 名 ( または研究目的 ) 

一橋大学と同窓会 ( 如木 会 ) における「母校学生 IT リテラ、 ン 一向上支援事業」 

2) 代表者 ( 所属 ) 
尼棚 裕 ( 一括大学商学研究科教授 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

春山 祥一 ( 社団法人な H 水合専門委員 ノ ㈱オレガディール 取き @ 百 f') 
HI ℡ ccess ( 一橋大学 1 卸 古掛支援学生団体 ) 等 

4) 研究計画概要 

2 ㏄ 3/10 より、 大学と同窓会 ( な Ⅱ 力く会 ) によを学生の TT 活用を推進するプロ、 ジェク ト がスタートし、 

・一橋大学生協の 学生食堂、 カフェテリアの 無紺 MN スペースの敷設 

・№ b べ ー スの協業システム ( 加水合デジタルワークプレース ) の構築・ 姐樹足供 

・ 曲瞬軋棚 対応のノートバソコンの 廉価販売体制 ( 一橋大学生協との 連携 ) 

を行っている。 すでに複数の 講義やゼミ、 クラブなどで 先 7% り 用が始まっているが、 " 橋 大字 学 
生 の 日 ， H; とヒ 活のなかでの IT 、 特に学生がノート PC を携行し積極的に 利Ⅲすることをさらに 甘窩色 ・ 

普及するために、 以下の事業含油研究を 行う 

@  可能なかぎり 多数の学生を 吋 象に アンケートを 実施することで ，一橋大学学生の 行動パター 
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ン ・㏄やネットワーク 利用に対しての 意識調査を行 う 。 

一 特にキャンパス 内外の学生の 導線を分析し、 学生力斗作業や 他の学生とのコミュニケーション 

の場として頻繁に 利用する学内・ 学覚のスボットを 洗い出す 

一 また、 学生が自分のノートパソコンを 公衆の場で取出す 際の 4 氏 # チ 憾について、 物理的要図 ( 電 

源や佃 鰯拙 Ⅲの有無等 ) 、 毛脚 的 要因等についても 調査しより憤慨的なイメージ や プランド形成 

をするために 有益な情報を 収集する 

一 上記に加えて、 従来行っている 学生のへルプサポート 業務から、 学生がノート 托を持歩き学 

  生生活に活用するにあ たってのトラブルの 事例を踏まえて、 有用な 描 報を収集する。 

Ⅱ 一橋大学の学生にとって 馴染みの国立市の 店舗 ( 主に飲食店 ) を * サ 象に、 アンケートと 訪問 

調査を行い、 店内での学生のノートパソコン・インターネット 利用についての 店舗側の意識調査 

をイ干ぅ 

一 学生 力丑 T を利用しやすい 環境作りのために 店舗がどれほど 協力できるかという 視点を廉 込 

む 

面 既存の学内の 無線℡ 蝸臆境 、 有線のオープンアクセスポイントの 利用データを 分析し、 Ⅰの 分 

析と 照らし合わせた 分析を行 う 。 

一 この場合、 物理的要因と 心理的要因の 双方において、 仮説・検証を 行う 

iv  キャンパス覚の 学生に馴染の 店舗の協力を 得て、 店舗内に無線Ⅱ N を一時敷設し 学生のニー 

ズの充足ができるか、 また店舗のメリット ，デメ ， J ット を検証する 

v  上記の (1) 一 (4) から、 一橋大学の，学生の 日常の学生生活におけるキャンパスの 内外のノ 

ート 托 利用、 情報アクセスポイントの 課題を分析し 実験結果をもとに 普洲朋埋策 をまとめる 

5) 成果の ク S 師走 
CIEC ォ桁ヒ の場のほか、 一橋大学および 加水金 ( 研修文化委員会 ) での機側 誌 ・ホームページ 等で 

の公表を想定している。 

6) 支給額 :495.0 ㏄ 円 

[CI ㏄ 卸 
(1) 学生と共に作るマルチメディア 英語学習教材 

1) グループ 卸 または研究目的 ) 

学生側の発想や 取材を基にした 地域蜜漬型の 英青苔教材を 作成し、 主体的コミュニケー、 ンコ ン首邑 

力の向上を目指す。 

2) 代表者 ( 所属 ) 

竹内勝 徳 ( 鹿児島大学 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

宜 計八良 典 ( 鹿児島大学サーバ 管理担当 ) 

4) 研究計画概要 

@  学生スタッフと 共に鹿児島の 歴史と文化、 地域経済について 調査・取材し @ 衆 - データを 収 

策する。 

れ ネイティブ・スビーカ 一のナレーションを 力 Ⅱ え 、 アド ビ - プレミア等で 編集し   ドキュメン 

タリ一風の英 言酵妃 オを作成する。 映像 酉 助言にはⅠ㏄ l ㎎Ⅲ a を用いる。 

Ⅲ 臼 № arni ㎎マネージャー Moodle 上で運用し、 p ㎏と My 鍵 しによるテスト・スクリプト や フォー 

ラムを作成し 高速かっインタラクティブな 教材としての 機能を而める。 

iv  教材を = 芙 際の授業で使用し 受講生の反応、 や 配信速度を調査し 今後の開発に 役立てる。 
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5) 成果の公表予定 

Cl EC 研究会または㏄カンファレンスで 公表予定 

6) 支給額Ⅱ㏄ 田 ㏄ 円 

(4) アニメーション 手法をⅢいた 参加型中国語会話学習教材の 制作 

1) グルーブ 名 ( または研究目的 ) 

判囮 i 酵妊 川ヰ [ 録 さんの留学 伺 刮を題材にしたマルチメディア 会話学習 孝財オの 制作 

2) 代表者何屈 ) 

呉靭 ( 山口大学非常勤講師 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

呉 湧音 ( 國 学院大挙助教授 ) 

4) 研究計画概要 

外国語学習は 繰り返し力洪水で、 単調で退屈しがちであ る。 会話において、 アニメーション 手 

法を用い、 会話に参加する 形式の デ 、 ジタル教材があ れば、 反復学習ができる 上、 学習者にインセ 

ンティ プ を与えることができ、 学習効果を上げることができよう。 

中国語数 ヰ幣穿恩 さんの留学生活 J ( 著者 : 中央大学佐藤富士雄教授、 國 櫻院 大望 呉鴻 呑助幸妃釜 

は範囲の広さや 内容の深さ等の 多方面において 好評を博している 優れた中国語学習教材であ る。 

本研究はそれを 題材に、 スト一リー性のあ る 毬 課の会話文をアニメーション 風に表現する。 その 

中で 4 人の主人公は 各々のイメージに 合った キセ ラクタ一で登場する。 学習者はその 中の 1 人 ま 

たは 2 人以上を指定することによって、 会話 @. こ 参加することができる。 狙 伴や課外学習は 勿論、 

授業時などにおける 複数人の会話学習にも 応用できる。 ツールは№ cr ㎝ ed 田社の「 Flash Ⅲ」を 

ィ如 ! し プラットフォームに 依存しない、 ン ンプルで分かりやすい 操作，牲を実現する。 本研究の手 

法 で制作した教材の 利用形 園 買は、 ネットワークでは 喪 b ぺージ、 スタンドアロンでは C 仮 R ㎝を 想 ． 

定 している。 

5) 成果の公表予定 

2 ㏄ 5 年 4 月までに C I EC の研究会または 会誌にて成果を 公表する。 

6) 支給額 :4 ㏄． 0 ㏄ 円 

(5) 日英バラレルコーパスを 利用した覚国語学習教材の 制作と授業実践に 関する研究 

1) グループ 名 ( または研究目的 ) 

日本では英語 コ一 パスは利用価値が 高いにもかかわらず ，英語 恩 のようには普及していない。 

その大きな理由のひとつは ，検索結果の 英文そのものが 学習者に理解困難であ るため．語法の 検 

証や発見にまで 至らないというものであ る。 この障碍を打開するため．我々は W 山上でを 郎号 されて 

いる世界最大規模の 日英パラレルコーバス ( 通信総合研究所 2 ㏄ 3) の教育利用を 進めている。 

日英パラレルコーパスは 英語のデータに 対応する日本語の 対訳データを 併せ持つもので．英文 

を理解する負荷が 日本語のサポートによって 大きく軽減される。 日英バラレルコーパスを 有効 に 

活 Ⅲできれば，これまで 笑話レベルが 合わないために コ一 パスの利用が 不可能と考えられていた 

日本人学習者をも・ コ一 パス学習の対象とすることが 可能となる。 その結果． 缶 learning におい 

て コ一 パスは共有可能な 効果の高 い 電子教材となり 得る。 さらに，日英パラレルコーパスは 海外 

または国内における 円本言辞文盲にも 利用可能であ るため， 利 円価値は極めて 高 い 0 

そこで我々は 日英パラレルコーパスを 活用した教授法の 確立を我が国の 英 き酵女 背の急務と捉え   
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本研究においては ，日英バラレルコーパスを 使用したコースウェア 3 を 麟 頁を制作し実際の 授業 

実践における 教育効果測定を 行なうことを 目的とする。 世界的にも コ一 パスの言語教育への 応用 

は緒についたばかりで．具体的な コ一 バスの利用法に 関する実践報告，とりわけ 実証的な教育 効 

果 に関する研究は 皆無に等しい。 なかでも   日英パラレルコーパスの 類似研究はなく．本研究は 

英 ; 酵女 育への応用研究の 先駆けと言える。 

2) 代表者 ( 所属 ) 

中條清美 ( 日本大学生産工学部 ) 

3) 代表者以 タけ 研究者 ) 

原田康世 桿 稲田大学法学部 )  西垣 知 佳子 ( 千葉大学教育学部 ) 

4) 研究計図概要 

本研究 ク ) 詳細は以下のとおりであ る。 

テ パラレルコーバスを 利用したコースウェア 3 種の開発 (5 月へ 7 月 ) 

・日英語義の ズレ を指導するコースウェアの 作成 

・ 文沼 ;. コロケーションを 中 洋洋するコースウェアの 作成 

・日本語上級者向け 翻 高田白柳Ⅲコースウェアの 作成 

日英パラレルコーバスの 大きな 利， " に ，英語付言 軒 手者の日本語教育にも 応用できることがあ る 0 

コースウェアのうち 1 下職頃 は日本語上級者向け 翻訳指導用コースウェアであ り，日本語教育の 

さかんな豪州の 酉オーストラリア 大学の協力を 得る り 

Ⅱ コースウェアの 試用と改良 (8 月 ) 

研究協力者にコースウェアを 試用してもらい．試用者の 意見・ @ 想，に基づいて 改善する。 

Ⅱ i パラレルコーパス 教育 利 Ⅲの実証実験 (9 月～ 12 月 ) 

日本大学．千葉大学の 英言舌クラス ，および 西 オーストラリア 大学の日本語クラスの 協力を得て ， 

本研究で開発した 教 けを 指鍛はト H い ．その効果を 測定する。 実験として．伝統的な 指導との効 

果比 眈コ一 パス接触時間による 効果の相違を 検証する。 また，学習者のレベルやニーズによ 

る効果の違 い等 ，具体的な学習環境変数制御を 行な い ．実証的に仮説検証を 行な う 。 学習効果 

は 事前，事後テストの 得点の差．および ，学習者の意見・ 感想、 により観察する。 

iv  パラレルコーパス 教材 仙 Ⅲ結果の分析と 報告吉の作成 

v  公刊 

。 ' """ 。 。 。 " 

口頭発表 ( 途中経過 ) :  PC カンファレンス 

口頭発表 :  T  A  L  C  (Internat@onal  Co ㎡ er ㎝ ce  ㎝ Teachi ㎎ 血 d  ぬ ㎎ 田 ge  ㏄ 串 ora) 
論文発表 :  CIEC 会誌 「コンピュータ や エデュケーション」 

6) 支給額 :400 ． 0 ㏄ 円 

(6) アニメーションを 用いた工学教育の 支援プロバラムの 開発 

1) グループ 卸 または研究目的 ) 

新しい教育コンテンツの 開発 

2) 代表者 ( 村正 刷 ) 

穂屋下 茂 ( 佐賀大学理工学部機械・ンステム 工学科 ) 

3) 代表者以外の 研究者 

池上康之、 擬奇 卓哉   i.l Ⅱ 京 出格．                       中島 紀 代香 

古賀 広樹、 中村亮二 濱崎崇則 ． 坂井 誠 
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4) 研究計画概要 

JAVA やフラッシ ュ によるアニメーションを 活用して、 効果的学習の 可能な新しい T. 学教育プロ 

グラムを提案し 実現していく。 機械要素の動きを 扱 3 機構学などは、 模型を用いるのが 一般的 

であ ったが、 模型も正確に 作成しないと 動きが悪く、 手間がかかる。 それに付し、 本企画で 捉 G 

するアニメーションを 用いたコンテンツは、 ベクトルの表示や 歯車加工などの 創成運動を分かり 

やすく説明することができる。 特に、 JAv@ で 作成したものは、 学生が 摸型 感覚で向山に 動かせる 

ので、 m!lW:P を助ける。 従来の講義では 不可能であ った説明も簡単にでき、 孝 姫宮にもプラスになる。 

機械工学の中でも 理解させにくい 速度や加速度などの 試作例 ( 未発表 ) を 、 次の℡ L に示して 

います。 「クランク・スライダ 一機構」の速度や 加速度ベクトル、 「ラックの創成運動」をこう ぎ丁 

さい。 http://d ㎏ 打 c. ロ ・ sa 興一 u.ac,JP/Jav が㎝ 正腫一 d ㎝ no/ 

5) 成果の公表予定 

成果は、 CTRC の研究発表会や 工学教育関係の 学会で発表すると 同時に、 W 面上で利用できる 環境 

を 整える。 

6)  支給額 :400 山 ㏄ 円 

(7) CA Ⅱ』 - ンステム と 携帯電話を統合利用した 英語教育研究 

1) グループ 名 ( または研究目的 ) 

く あ らまし ノ ユビキ タス時代における 携帯電話を利用した 英語教育に倒して 研究をする 0 モ バイ 

ル 通信 け 好位の向上によって．モバイルラーニンバが 可能になってきた。 それは、 詩学教育にとって 

モバイルは大変㍉ 吏利 なツールでもあ る。 2 ㏄ 2 年以来、 サイバーキャンパスとモバイルを 利用した 英 

き辞 久育 の 鋤腱 受業を 2 年間青山学院大学で 実施してきた。 2003 年 4 月からは新しく 将大した CALL シ 

ステム (Ca ㎏№℡ ) を導入して、 サイバーキャンバス ， CALL 』システム・ f@ を 析輔 舌を融合させなが 

ら 、 英言酵妬 育を実施することにより．インターネット 利用の英語学習の 可打目地がこの 実験を逝して 

見えてきた。 この研究では、 C 肛由 システム・サイバーキャンパスシステム・ 携帯電話を統合利用し 

ながら、 それぞれのインターネットを 利用した英語教育の 利点と弱点を 考慮しながら． IT を利用し 

た 英語の授業における、 № amingstrate 鰍 ならびに、 英語教育における nT の可能性を探る。 

    Rfwrt 

情報化 力漣み 個人のほとんど ； 湖与帯 、 篭 話を含めたネットワーク 端末を所持している 現在、 教育 分 

野 においてもその 形態に大きな 変化が著しく 表れてきており、 各教育関連企業は、 これまでの通信 

教育や集合研修から 情報端末を利用した 遠隔学習システムに 着目、 次々に参入を 決定し開発・ 運 

営を開始している。 また、 携帯電 罵 舌端末の普及は、 年齢層によって 相違があ るものの、 学生におい 

ては、 ほぼ 100% の普及率へ到達しており、 学生も生活必需品として 活 刑していることから 携帯電 

話端末が速 捕 学習ツールとして 使用される可能性は、 充分に考えられる。 ぷ LlLh このことから、 携帯電 

話端末を利Ⅲしたう 一 ニンバシステムの 開発により、 より実務に伴ったモバイルラーニンバシステ 

ム の研究と構築を 目指す。 

Ⅱ 研究目的 

a. 男雛 ; 電話を利用した 遠隔学習方法 

b. ㎝ 11. サイバーキャンパス、 システム づ期 帯電話の融合による 教育方法の開発 

c. モバイルラーニンバに 適したアプリケーションの 開発 

d. モバイルラーニンバに 適したコンテンツおよびオ ー サリングの l;H ぢ芭 

以上を卜 @ とし適 帰 学習の申でモバイルラーニンバの 位置を明確化するとともに、 その効果を 

もって、 成長する遠隔学習システム 構築へ貢献していく。 
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の 代表者 W 所属 ) 
四 % 長 敬之 ( 青 l 山 学院大学 

3) 代表者以外の 研究者 
木村みど @) ( 東京な 了 Ⅱ医科大学 ) 

4) 研 " ヲぜ言 4,l 山 iff 安 

本研究の特色としては、 学習に使用するデバイス㈱を 帯電話端末 ) の 杵及 による 学 " 対象 者 の 

拡大と、 利用シーンの 違いが考えられる。 本 システムは、 4% 特電話端木を 利用するな、 電波が届 

く状態であ れば、 時制や場所を 限定することなく 学習すること カ輌 Ⅰ能で、 学習者は、 生活の中で 

自由に学習環境を 自分で設定することができるので、 その利用の仕方も 様々なものが 考えられる。 

また、 棚桁睡舌の インターネット 接続は、 パケット接続方式なので、 j 輔甜 斗を気にせず、 安価で 

学習することができる。 これは、 単語・用語の 習得や言語の 習得など、 大貴の学習時間、 学習密 

度 力 ，必要とされる 分野の学習に 適している，また、 授業との連動による 学習効果、 携帯だけでの 

自己学習による、 学習効果を検証していく ， 

モバイル利用の 英語教育 TmEIC 学習実験の本格的な 実施であ る。 

2 ㏄ 3#m 痩 すでに， PilotStu 曲を実施しており、 さらにリスニンバも 含めた問題を、 20 ㎝年 

度 4 月から、 本格的に、 IT の活用による 英語教育、 対面型教育との 融合、 ラ ー ニンバ・スタイ 

ルの変化などの 調査実験を予定している。 青山学院大学の 学生 ( 約 300 名 ) と 一般公募者 ( 約 

1 ㏄名双後 ) を対象に、 mIZemM 社の協力を得て、 TOEIc の問題を毎日 9 ケ 月間に渡って、 12 ㏄ 

問題配信するものであ る。 TWEIC の文法問題、 間違い探しに 限定せず、 リスニンバ問題や 語彙 

問題まで発展させて、 教育を実施して、 その効果を探るものであ る。 

CA 比と サイバーキャンパスシステムを 併用しながら、 期待される 実 巧知 児果 としては、 l. TmEIC 

の得点向上 2. 英語の学び方への 影響 3, ラ ー ニンバ・スタイルの 変化Ⅱ．モバイル 英語 ラ 

ー ニンバ教材への 示唆 5. CA 旺 ・サイバーキャンパスシステムと 携帯地話の融合の 教育効果な 

どが考えられる。 4 月に pr 巴 test とアンケートを 実施、 12 月の中旬には、 TOEIC の 腱 st-( ㏄ t 

を実施して、 pr 巴七 ㏄Ⅰの伸びを 測定したり、 アンケート調査を 実施して、 機 ， ; ぼ ; 蒔肝 Ⅲ何に関す 

る、 英ぎ餓 欠首における 可能性を探るものであ る。 また、 サイバーキャンバス と将桁輻 舌を統合 

利用することにより、 さらに効果的なインターネットを 利用した英語教育の 研究へと発展させ 

たい。 具体的。 は 、 

@  4 円に CA 田 「 COm 甲 uler の Pr 午 test と㏄ IEIC の Pr ト test を実施する㎝ 田から ) 

Ⅱ 4 円にアンケートを 実施する色色 皿 i ㎎ Strat 銘肝そのⅠ 皿 

Ⅱ i BIZ COM@ 社から協力を 得て、 7 毬 1C の問題を配信する 

iv  4 月から 12 月まで小張の㏄ 口 C のクラスで、 携帯電話 - を利用した授業を 実施する 

v  T 朋 IC の中間テストとアンケートを 数回実施して、 実験の進み具合をみる 

vi  ラ ー ニンバストラ テ ・ ジ 一の調査をまとめる 

血 教育工学、 ㎝ L の学会で発表する 

㎝ 報告 井 をまとめる 

5) 成果の公表予定 

C 軋 L (E ℡㏄ a Ⅱ， 岱 IA ㎝ IU 』 ) で発表情報処理学会等で 発表報告     由 : をまとめる。 

6) 支給額 :400 ． 0 ㏄Ⅲ 

以上 
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活動日誌 

2003  年 
4 月 11  日 l 

15  日 

18  日 

21 日 

23  日 

25  日 

26  日 

28  日 

5 J! " / 日 

8 日 

lI  日 

I3  日 

17  日 

18  日 

23  日 

3l 日 

6 @ 2  「 コ 

6  [ ヨ 

11  月 

13  日 

14  日 

Ⅰ 6  口 

19  日 

2l 日 

"" イ Ⅰ 弓弓 1 日 

7 日 

22  日 

8 月 1 日 

4 日 

5 日 

6 日 

7 日 

8 日 

29  日 

Q fi 8 日 

9 口 

10  日 

14  日 

19  日 

25@ El 

27  日 

28@ El 
10 月 17 日 

18  日 

19  日 

理事会 軋 2002 年度決算見通し 承認の件くその 1 ノ 

2003PCC リーフレット 掲載原稿締め 
理事会 軋 交通貨等のお 支払いに関する 文香化について 

メディア教育開発センター 訪問 

生協職員部会 
NewsletterNo.31 発行 
小中高部会編集会議 

監事会一 5/1 
PCC リーフレット、 ポスタ一発行 
学術会議推薦入会議 
事務打ち合わせ ( 会長・副会長 ) 
生協職員部会 ノ PCC 参加受付開始 
第 35 回研究会 / 小中高部会世話人会 
小中高部会編集会議 

PCC 北海道 2003 準備会 ( 函館 ) 
大学生協 PCC 委員会 /2002 年度第 3 回運営委員会 / 金諾 vol   14 発行 
PCCIT フェア一次発送 ( 運営案内、 請求書 ) 

新 CIEC 軋 開始のご案内送付 
PCC 北海道実行委員会 
PCC 論文原稿締切 
小中高地話人会 

2003 年度定例総会開催公示 
理事会 MLClEC 後援名義の使用許諾の 性 
プロバラム委員会 ( 鹿児島 ) / 第 36 回研究会 ( 仙台 ) 
総会資料発送 

IT フェア二次発送 ( 搬入案内 ) 
論文原稿ダウンロード 可 ( 参加申込者 ) 

製本 版 論文集・参加者のしおり 発行 
PCC 第 2 回実行委員会 / 会 詩編集委員会 
理事会 /P C ヵ ンファレンス 

PC カンファレンス 

CIEC 定例総会 /PC カンファレンス 

PC カンファレンス ( 台風 10 号のため中止 ) 
理事会 止 理事会報告確認の 件 / 定例総会報告確認の 性 
会誌インタビュー 佐伯会長 

生協職員部会世話人会 
PCC 後援団体へ事業開催報告送付 
小中高部会編集会議 一 15 日 

PCC 北海道実行委員会 
NewsletterNo.32 発行 
力ンファレンス 委員会 ( テレビ会議 ) 
ネットワーク℡会議 一 29 日 

インタラクティブ 教育研究会 
第 38 回研究会Ⅱ、 中高企画 ) /PCC 実行委員代表まとめ 会議 
金諾編集委員会 
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日
田
口
 

2
4
5
 

2
2
2
 

口
 
Ⅱ
 

O
 

 
 

11  月 7  日 l 
l5  日 

22  日 

24  日 

29  日 

30  日 

12 月 1 日 

5 口 

6 日 

10  日 

13  日 

20  日 

21 日 

22  日 

22  日 

2004 年 
l 月 5  仁 @ 

7 日 

15  ( ィ木 ) 
16  日 

l7  日 

l9  日 

24  日 

28  日 

31 日 

j 月 9 日 

15  日 

16  日 

28  日 

29  日 

3 月 6 日 

9 日 

12@ H 

13  日 

14  円 

20  日 

21  ピ l 

22  1 コ 

25  口 

27  日 

2004PCC 実行委貝金小双打ち 合わせ ( 神戸 ) 

2004PCC 全体会テーマ 等公募 
PCC, 叱 悔過 2003 ( 函館 ) 一 26 口 

30 日 第 12 回上 同 情報教育振興助成募集のご 案内 
CIEC 会詰 リニューアルのお 知らせ 

2004PCC 第 l 回実行委員会 ( 神戸 ) 
小中高世話人会 

事務打ち合わせ ( 会長・副会長 ) 
第 39 回研究会 /2004PCC 第 l 回実行委員会 

生協職員部会 ( 千葉 ) 
金諾 Vol.15 発行 

組織課題 W 「会議 
第 40 回研究会 ( 外国語部会・ 立命館 ) 
小中高部会学校訪問 ( 学芸大附属 ) 

2003 年度第 1 回運営委員会 / 第 41 回研究会 ( 小中高部会 ) 
大学生協連総会 CIEC ブース展示 
第 42 回研究会 / 大学生協連総会 CIEC ブース展示 

2004PCC レポート募集開始 
理事会 軋 2004 年度学会表彰実施計画 ( 笑 ) 等 承認の ィ，ト 

プロジェクト 事業募集開始一 2/16 

CIEC 学会賞受賞候補者推薦のご 案内 一 4/30 

CIECweb サイトリニューアル 

NewsletterNo.33 発行 
PCC 各方面に後援申請送付 

2004PCC 公式サイトオープン 
分科会レポート 受付開始 
2004PCC 第 l 回プロバラム 委員会 
生協職員部会世話人会 
小中高部会世話人会 

新潟大下見 (2005PCC 開催 校 候補 ) 
小中高部会打ち 合わせ ( 大阪 ) 
プロジェクト 事業受付締切 

プロジェクト 事業審査会 /PCCweb 検討 
PCC 分科会レポート 受付 締ソ ネットワーク 委員会 

事務打ち合わせ ( 会長・副会長 ) 

生協職員部会世話人会 
IT フェア協賛東京事業連合説明会 ( 所沢 ) 
特別講演会 //M 、 中高部会世話人会 

PCC 分科会採択・ 時間割編成会議 

第 43 回研究会 ( 外国語 ) /PCC 分科会レポート 採否 辿知 
03 年度第 2 回運営委員会 / 余話編集委員会 / カンファレンス 委員会 

プロジェクト 宇業 審査結果通知 

PCC 論文受付開始一 6/15 締め切 i,) 
PCC 第 2 回プロバラム 委員会 ( 神戸 ) 
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2004 年度 CIEC 専門委員会委員一塊 (2005 年 8 月 C 臣 C 定例総会まで ) 

  ネットワーク 委員会   カンファレンス 委員会 

委員長 噸 含 隆夫 ( 鹿児島大学 ) @  皓 = 郎 ( 石巻専修大学 ) 

副委員長   ，垣田 Ⅰ シ ミ ( 猫協 大学Ⅰ 

担当役員 @ 札精水 ( 京都大 牛 @::) 矢部 正之 ( 信州大学 ) 

委員 宮本 裕 ( 岩手大半 ) 石 Ⅲ 祥一 ( 実践な子大学 ) 

小林 昭三 ( 新潟大学 )   亀居 隆司 ( 椙 山女学園大学 ) 

鈴木 治郎 ( 信州大学 ) 大岩 幸太郎 ( 大分大学 ) 

ト部 東介 ( 茨城大学 ) 筒井 洋一 ( 京都精華大学 ) 

青木 直央 ( 北海道大学 ) 

  鳥居隆司 辰巳丈夫 ( ( 椙 東京農工大学 山女学Ⅲ大学 ) ) 橘 孝博 ( 早稲田大学高等学院 ) 

小野 進 ( 東京大学 )   
林 健司 ( 九州大学 ) 

熊澤 典良 ( 鹿児島大学 ) 
宿人 洋 ( 鹿児島大 ") 

末永 勝征 ( 鹿児島純 心 な子短期大学 )   
事務局 野口 孝 (CIEC 事務局 ) 野口 孝 (ClEC 事務局 ) 

斉藤 淳一 ( 全国大，生協連 ) 羽田 映子 (CI ㏄事務局 ) 

羽田 瑛子 (CIEC 事務局 ) 中田 副 (CIEC 事務局 ) 

  小野 はる 子 (CIEC 事務局 ) 

  国際活動ワーキノ グ   会誌 篆集 委員会 

委員長 l Ⅱ、 林 昭三 ( 新潟大， ) l 赤間 道夫 ( 愛媛大学 ) 

副委員長 @   若林 靖永 ( 京都大学 ) 
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松 @ ゴ -l ぬ ( 二 i ポす食官 フ A て ! ぢ !:) 大橋 真也 ( 干菜 県 東葛飾高等学校 ) 

    吉田晴世 ( 大阪教育大学 ) 

  I 籠舎相克、 ( 関東学院大学 ) 
  

I 中村 彰 ( 秋田大学 )  
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2 り びせ 牢皮臼 ㏄ 定笏紺姜窟 次妻 

◆ C I E C 会則◆ 

第 1 章 胡則 

第 1 条 年会の名称は、 C l EC  ( シーク ) とする。 CI RC は 

    氏 Ⅱ nc Ⅱ面 rlmp@ で・ velllento で 俺 Ⅱ llrl@@in Ⅱ fhl,nuglhCo@ Ⅲ pu 冶 l ぉ "  0 日各千 ホ であ り， 

日本語訳は「コンピュータ 利用事欠 首協 錬金」とする。 
第 2 条 不会は、 教育 l: おけるコンピュータ 利用のあ り方を研究しその 成果を普及することを 目的とする。 

第 3 条 不会は、 前条の目的を 達 度 するため，次の 事案を行う。 

一 年度ごとの鍍金、 PC カンファレンス、 その他の会合を 開催すること。 

二 会誌その他の 出版物を編集刊行すること。 

三 情報ネットワークを 活用した交流の 場を開設し、 その 迅管 にあ たること。 

四 コンピュータ 利 円教育に関心をもつ 人々の交流をすすめること。 

正 すぐれた教育用ソフトウェアの 調査，普及あ るいは開発及 び それに付随する 肝 莱を行うこと。 

六 国内外の門 連 団体との交流・ 提携をすすめること。 

ヒ その他 本 会の目的を達成するため 適当と認められる 事案。 

第 4 条 本 会は、 事務所を東京都杉並区 和 Ⅲ 3 丁目 3 0 番 2 2 号に仮 く 。 

第 2 章 個人会員、 団体会員 

第 5 条 本 会の会員は、 個人全員、 団体会員とする。 

第 6 条 個人会員は． 本 会の目的に賛同して 入会を申込んだ 留人で、 理事会の麒轟を 受けた者とする ， 

2. 個人会員は、 本会の事業に 参加し 会 誌の配布を受け、 かつ、 本会の運営に 参画する。 
3. 個人会員は、 会費年額 れ ・ 000 円を前納しなければならない。 ただし、 院生・学生は、 会費年額 3,00() 円 とする， 

第 7 条団体会員は、 本金の目的に 賛同し協力するため 入会を申込んだ 団体で、 理事会の承認を 受けた者とする ， 

2. 団体会員は、 本会の町案に 参加し、 会誌の配布を 受け、 かっ、 本会の 述営 に参 む けることができる。 

3. 団体会員は、 金文年額一口 30.0 ㎝円以上を双部するものとする。 

第 8 条退会しようとする 会員は、 事務局に付して 友討 " よって 逼思 表示し理事会の 確詔を経て、 年度末に退会するこ 

とが出来る。 

2. 会員の申で会 穏 等の納入を怠った 壮は、 会員としての 音格を失うことがあ る 0 

第 9 条 本 会に村し多大な 貢献をされた 会同 じ ついて、 理事会において 名誉会員として 選任することができる。 

2. 名誉会員は、 本会の事業 に 参加することができる。 また、 会誌の配布を 受ける。 

3. 名誉会員は、 会費を免除される。 

第 l0 条 コンピュ一夕刊用教育の 発展・普及に 大きく寄与、 あ るいは本会の 活動において 大きな貢献をした 博人台兵また 
は 団体会員に 付 し表彰をすることができる。 表彰規程は別に 定める， 

第 3 車 会長，副会長、 理事及 び 監事 

第 Ⅱ余 木会には次の 役且を稚く。 

一 会長 l 名 

二 副会長 @TS 
三 理事 @i0 名 以上 4 0 名以内 

四 監事 3 名 

第 12 条 会長は、 本会を代表し 会務を舩臆する。 

第 は染 副会長は、 会長を補佐 し ，会長に牛 故 があ るときは、 その職務を代行する。 

2. 前項において．会長の 職務の代行は、 会長によって 指名された副会長が 行う。 

第 141 条 理事は、 会長の雙 括 のもとに会務を 行う。 

第巧条 監事は、 本会の会計を 監査する。 条 第 6 会長．副会長、 理事及 び 監事は．総会において 選出する。 

2. 会長、 副会長枝 ぴ監 丁は個人会貝の 中から、 理事は個人会 只 ，団体会旦の 中から選出する。 

第 lT 条 前条に掲げる 役 具の任期は、 いずれも 2 年 とし、 再任を妨げないり 

2. 補欠の役員の 任期は・前任者の 残任期 叩 とする。 

3. 役員の任期の 柊下期 隈は ・役員改選の 奄会の終了時とする。 

第 4 車 無余 

第 I8 条 木釘 - は 、 議決 撒関 として 統 金をⅦ く 」 

2. 捷会は 、 会長が招 築 する - 

第由条 % 会は・ 本 会の 乎 栗皮 ぴ 運営に 閏 する 止 要事項を審 譲 決定する， 

第 20 条 掩 会 は 、 第 6 条に定める個人会員及 び 第 7 条に定める団体会員の 代表者 (1 団体会員 1 名 ) をもって 細 隷する。 

第 21 条 演 会は、 定例標金及 び 臨時鎗金とする。 

2. 定例 捻 会は、 年 l 回 開催する - 
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3. 臨時 簗 会は、 会見 力 秘要と認めた 場合，又は構成員 50 名以上から 護 事を示して請求のあ った場合開催する。 

4. 前項の構成貝からの 諦求 による臨時機会につ ， ・ては，会長は 請求のあ った日の翌日から 起算して 30 日以内に開 

催しなければならない。 

第四条 次の事項は、 定例総会において 承認を受け、 又は審議決定されなけ ィ U ばならない。 

一 会務報告及 び下某 計画 

二 前年度収支決算及 び 当該年度収支予算 

三 役員の改選 

四 その他鍍金又は 理事会 力泌撰と離 めた事項 

第お条 盆会の議事の 内容は、 あ らかじめ 会 似に通知されなければならない。 

第四条 統 会は，構成 IW の l 0 分の 1 以上の出席により 成立する。 

2. 前項の、 簗 会への出席とは、 本人出席、 書面出席、 委任出席とする。 

第わ条 総会における 隷 手の決定は、 出席者の過半数の 同意を要する。 

第 26 条特別の事情あ る % 台、 理事会の課に 基づき会長は、 畦畔 乏 会の開催に代えて「通信の 方法に 26 億 会 」を実施す 

ることができる。 

第 5 章 理肛会 

第四条 不会には、 執行 搬関 として理小会を 舵 く 。 

2. 理事会は、 会長が招集する。 

第囲 条 理事会は第 3 条に定める事業並びに 収支予算について 責任を負い、 執行の任に当 る 。 

2. 理事会は、 会長・副会長足 ぴ 理事をもって 組織する。 

3. 理事会は、 必要あ る場合、 構成員以外の 者の出席を認めることができる。 

4. 理事会は・必要あ る場合、 特別委貝を委嘱することができる。 

第 6 章 運営委員・運営委員会 

第四条 運営委員は、 選手として特に 会務を推理する。 

2. 運営委員は． 理 車の中から 理 母会において 選出する。 

3. 運営委員の定 敦は ． 5 名以上 1 5 名以内とする ， 

第け 0 条 運営委員会は 、 理ゆ 会の決定にしたがい、 常時執行の任に 当 る 。 

2. 運営委員会は、 会長・副会長及び 迎営 委員をもって 粗織する。 

3. 会長力 泌硬と 認めた者及 び 理事は、 運営委員会に 出席することができる。 

第 7 章 専門委員会 

第 31 条 本 会には、 第 3 条 l こ 定める事業を 遂行するため、 専門委 骨 会を置くことができる。 

2. 専門委員会の 組俺及び運営に 関する規則は、 理事会において 別に定める。 

第 8 章 支部お ょぴ 部会 
第 32 条 本 全には、 支部および部会を 置くことができる ， 

2. 支部および蔀金の 運営・事業等については、 別に定める。 

第 9 章 肌務局 

葉盤 条 本金 '.- は 、 事務局を設ける ， 

2. 事務局は、 全国大学生活路 同 組合迎合会内に 置く。 

3. 事務局に、 事務局長を置く。 

4, 事務局長は・ 副会長の 1 名が兼務する。 

第 田草 会計 

第 別条 不会の経費は、 金貨、 協賛 金 、 寄付金及びその 他の収入をもって 支弁する。 

第絹条 本 会の会計年度は、 毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 3 1 日に 終 る。 

第 UI 章 雄 則 

第 a6 条 不会の事案及 び i 運営に関する 細則は 、 別に定める。 

第 3 「余 木会の会則の 改正は、 統合における 出席者の 3 分の 2 以上の同意を 要する。 

附則 

1. この会則は 19 Ⅸ年 7 月 6 日 C I EC 投立構会 において制定し 制定の時から 施行する， 

2. この会則は 1 ㏄ 7 年 S 同 5 日、 一部改定実施した ， 

3. この会則は却 01 年 8 月 i 日 、 一部改定を実施した     

4. この会則は 2 ㎝ :1 年 8 月 7 日．一部改定を 実施した。 

5. この会則は・ 2 ㏄Ⅱ年 8 月 4 日、 一部改定を実施した ， 
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◆ C I EC 総会運営規約◆ 

( 憶れ @l) 
第 1 条 この 規杓は ． C I EC 会則の第 18 条から 第 26 条 までの規定にもとづき、 簗 会の運営について 定めるものであ る。 

2. CIEC 会則およびこの 規約に定める 以外の檎会の 運営に 閲 する事項で必要な 下項 はそのっと総会で 定める 

    C r F,C 会則、 この規約および 稔会 で定めた 下項 のほか， 援 会の運営に関する 丁項 たっけては． 隷長 が決する。 

( 会 俺の資格承認 ) 

第 2 条 会員の音椿づ 稿詔は 、 C I EC 会則第 5 条から第 9 条までの規定にもとづき、 丁務 局が 曄蒲 した会員名簿によって 行う， 

2, 害 商議決 蕃 については前項を 車用する。 

3. 出席した 会 Ⅱに 坤，す る委任 4k についても 第 l 項を準用する。 

( 資格審査委員 ) 
第 3 条 会長は前条を 円滑に行な う ため、 理事で構成する 資格審査委 旦 をおくことができる。 

( 開会及び 識艮 ・別離長の遥任 ) 

第 4 条 会長または会長の 指名した 理懐は ・ C I KC 会則第 24 条の皮 立 要件をみたしたとき、 その数を会場に 報告するととも 

に、 套 金波立の旨を 述べ開会を宣し 議長技 ぴ 副議長の選任をはかる。 

( 謀長 および副議長 ) 

第 、 ・ 条 課長 は第 l 条にもとづき 憶 会の秩序を保嚇し 円滑に運営する 0 

2. 割譲長は議長を 補佐 し 、 護艮に 手枕あ るときまたは 議長の指示あ るときこれに 代 6% 

( 誇 案の説明 ) 

第 6 条 諾 長の指示にもとづき 議案は理事が @ 説明する。 ただし必要あ るとき 議 長は理事以外のものに 説明させることができる。 
笘 ．監査結果については 監事が説明する。 

3, 役員選挙については 従兵選挙規約にもとづき 進学管理委員が 純明 する， 

( 一下下拝 鋤 

第 7 条否決または 撤回された動議および 修正案は同一館会で 再 び 提出することができない。 

( 採決・採択の 方法 ) 
第 8 条採決・採択は 挙手、 起立．投票のいずれかの 方 田 - よるものとしその 都度 謙接 が定める。 

2    書面語法 許 があ る場合は、 譲案 ごとにその賛否に 加えて採決・ 採択しなければならない。 ( 採決採択報告 ) 
第 9 条 議長は採決，採択の 拮果を報告する。 

( 鼓手妨害に 閨 する 措瞳 ) 

第 10 条黄金箆惟中は、 私語や接 析 発言その他議事を 妨害する行為および 簗 会の秩序を乱す 行為をすることができない。 

2. 誰是 は 簗 会の秩序を乱すものに 付しては 舩会 にはかり 退 あ させることができる。 

( 規約の変更 ) 
第 11 条 この規約の変更は 跨 会 において出席した 会 Ⅱの議決権 の過半数による 議決を必要とする。 

(lS な 7 千 期 引 

帯 は条 この規約は 199 「年 8 月 5 口ょ り 施行する。 

2. この規約は刈 0l 年 8 月 7 日・一部改正を 実施した。 

3. この規約は・ 2(%3 年 8 月 7 日・一部改正を 実施した。 
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◆ C  I E  C 役員選挙規約◆ 

( 蛍貝 り ) 

第 1 条 この会の糠 会 における役員 ( 会長・副会長・ 理卑   芸事 ) の選挙は C I EC 会則 第 11 条から第 17 条にもとづき、 この 

規約の定めるところによってこれを 行う。 

( 選挙事務の管理 ) 

第 2 条 この 規 的にお 、 ，て 、 選挙に 閨 する 宇務は 、 別段の定めがあ る場合を除き、 役貫 選挙管理委員会が 管理する， 

( 役員選挙管理委員会 ) 

第 3 条 役員選挙管理委員会は、 会員のなかから 理事会の指名にもとついて 会長が任命した 役貝 選挙管理委員よって 構成する。 

2. 役員選挙管理委員は、 役旦侯 捕者となることができない ， 

( 役員選挙管理委員会の 任務 ) 

第 4 条 役員選挙管理委員会は、 選挙の期日、 場所および選挙方法その 他選挙に問し 必要と認める 事項を周知させなければなら 

な い   

(iSS@r;) 
第 5 条 選挙公示は少なくとも 選挙期日の 1 0 口前進 じ 行わなければならな、 ・ ， 

( 立候補 ) 

第 6 条 侯 捕者となろ う とするものは、 選挙公示で示された 受付期日進 じ 所定の書式に 必要な要項を 記敵して 役 Ⅲ選挙管理委員 

会に提出しなければならない ， 

2. 兵禍者は、 鎗金において 選挙が行われるまでの 朋、 、 ・ っ でも土侯補を 取り下げることができる。 

( 団体会員の理 串 ) 

第 7 条 団体会員の理事については、 理事会により 推薦された団体会 只を 扶余において 承諾することとし．第 6 条を適用しない。 

2, 団体会貝の理事については、 鍍金において 承認された団体により 指名し、 理事会において 確認する。 また、 任期途中に 

おいて、 団体会員の都合に よ り理事を変更する 槻 合は、 理事会において 確認し変更することが 出来るものとする。 

CSS3S.<r>@} 

第 8 条 一つの選挙において、 会長、 副会長．理事候補者及 び 監事候補者として 重複して 立侯 補することはできない。 

( 選挙 ) 

第 9 条 農会は登録された 侯 捕者の中から、 選挙する。 

2. 選挙は投票によるものとし、 無記名連記別により 行う     

3. 書面による投票を 行う場合は所定の 用紙により行い、 選挙管理委員会に 捉 出しなければならない ， 

    当選は有効投票搬の 傾に 26 。 但し、 得票が同数の 者についてはその 者のみを対象に 再投票を行い ，有効投票数の 多 い 

者を当進入とする " 

5. 登録された役員候補者が ，定数をこえな い 場合には．投票を 省略して 侯 捕者全具を当選入とすることができる     

( 当選人の報告 ) 

第 Ⅲ 条 当選入が定まったときは、 選挙 笹理 委員は直ちに 印金に付して 当選人の氏名を 報告するとともに、 当選入に好して 当 

違の旨を通知しなければならない。 

2. 前項の通知を 発した日から 1 迫間以内に当選を $ 何見する旨の 届出がないときは・ 当選人は役員に 就任したものとみなす。 

3. 当選入 が、 ・辞退又は不適格事由の 発生等により 役員に就任しなかった 場合には、 選挙 菅理 委員会は次占者をもって 当 

選入 とサ ることができる ， 

( 補充選挙 ) 
癖 l¥ 条 役付の一部が 欠けた場合において、 補充選挙を行うときは、 前 各条を準用する。 

2. 会則第 3 車 第 11 条に定める 役 貝の定数に欠員が 生じたときは、 一番間近に開催される 簗会 において、 補充選挙を行わ 

なければならない。 

( 改廃 ) 

第は条 この規約は、 絵金 の Ⅲ府会員の過半数によって、 その改廃を行う。 

( 施行期日 ) 

第 13 条 この規約は、 1995 年 7 月 28 日 よ り施行する。 

2. この規約は、 沖 0l 年 8 月 7 日一郎改定し 拉 イ干 する， 

3. この規約は 、 2 ㏄ a 年 8 月 7 日 一 醜女 定し 、 施行する。 

一 56 一 




